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2019 スカパー！ ドラマティック・サヨナラ賞 年間大賞

セントラル、パシフィック両リーグが第三者公式表彰として制定しておりますスカパー！ ドラマティック・サヨナラ賞 年間大賞

（協賛：スカパーJSAT株式会社、以下「本賞」）の今年度の受賞選手が、セ・リーグは 阪神タイガースの髙山俊選手、パ・リーグは 千

葉ロッテマリーンズの鈴木大地選手に決定いたしました。

本賞は、レギュラーシーズンを通じて最も劇的なサヨナラ本塁打、またはサヨナラ安打などを放った選手（セ･パ両リーグの各１選

手）に贈られる賞です。 「最後の一球まで何が起こるかわからない」と言われる野球というスポーツの象徴的なプレーであるサヨナラ

打を称える本賞は、プロ野球全１２球団公式戦全試合を放送し、ファンのみなさまの胸が熱くなるゲームを最後までお届けしているス

カパー！の想いと連動した賞であり、今シーズン記録されたセ･リーグ４２試合、パ･リーグ３５試合のサヨナラゲームの中から、「最も

劇的な一打」を選出しています。受賞両選手にはそれぞれオリジナルトロフィーと賞金２００万円が贈られます。

髙山俊選手（阪神タイガース）と鈴木大地選手（千葉ロッテマリーンズ） に決定！

Nippon Professional  Baseball Organization
Hp：www.npb.or.jp
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すずき だいち

鈴 木 大 地 選手 （千葉ロッテマリーンズ）

「2019 スカパー！ ドラマティック・サヨナラ賞 年間大賞」 受賞選手

～プロ野球史上１７本目、代打サヨナラ満塁本塁打～

髙山選手は、5月29日（水）阪神甲子園球場で行われた対読売ジャイ

アンツ9回戦、4対4で迎えた延長12回裏最終回の攻撃、1死満塁の一打

サヨナラのチャンスに代打で登場。読売8番手の池田投手から、右翼席

へ劇的な代打サヨナラ満塁本塁打を放った。

この試合、阪神は3点のビハインドで迎えた5回裏、上本選手の右中間

二塁打で2点を返し1点差に迫るも、8回表にソロ本塁打により再び2点差

に広げられ終始追う展開が続いた。しかし、8回裏の攻撃でマルテ選手

が2点本塁打を放ち土壇場で延長戦に持ち込む粘り強さを発揮。延長戦

は両チームの投手陣が踏ん張り、最後の1点がなかなか奪えない状況

が続いたが、延長12回裏、1死満塁と願っても無いチャンスを作り、最後

は矢野監督から全てを託された代打髙山選手の一振りで4時間30分の

死闘に終止符を打った。髙山選手のサヨナラ打は2016年5月21日対広

島8回戦以来自身2度目で、サヨナラ本塁打は初。代打サヨナラ満塁本

塁打はプロ野球史上17本目となった。

～プロ野球史上９度目、９回裏５点差以上を逆転～

鈴木選手は6月16日（日）ＺＯＺＯマリンスタジアムで行われた対中日ドラゴ

ンズ2回戦、2対7で迎えた9回裏、4点を返し1点差に詰め寄った2死満塁の場

面で、右前へ逆転のサヨナラ安打を放ち、8対7という劇的なサヨナラ勝利を

収めた。

この試合、千葉ロッテは7回表までに0対5とリードを許す苦しい展開だった

が、7回裏に鈴木選手のソロ本塁打で反撃開始。再び5点差の2対7で迎えた

9回裏の先頭打者も鈴木選手だった。ここで放った自身プロ入り2度目となる

2打席連続の本塁打が歴史的逆転勝利の始まりとなった。その後、千葉ロッ

テ打線は打者一巡の猛攻で、1点差とし迎えた2死満塁で打席には再び鈴木

選手。球場の盛り上がりも最高潮の中で、フルカウントからの6球目、バット

を真っ二つに折りながら振り抜いた打球は1、2塁間を抜け右前へ逆転のサ

ヨナラ安打となった。9回裏に5点差以上を逆転してのサヨナラ勝利はプロ野

球史上9度目。今季鈴木選手はサヨナラ打を3度記録。個人シーズン3度の

サヨナラ打は55年ぶり3人目の球団タイ記録となった。

セントラル・リーグ パシフィック・リーグ

たかやま しゅん

髙 山 俊 選手 （阪神タイガース）

Nippon Professional  Baseball Organization 
Hp：www.npb.or.jp
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【2019 セントラル・リーグレギュラーシーズン公式戦 サヨナラ試合一覧 全４２試合】

☆セ・リーグ　本塁打によるサヨナラ　１２試合

月日 サヨナラ打者 所属 対戦相手 最終スコア
決勝打

(丸数字は打点)
イニング

直前
スコア

走者 個人回数

8

大山

村上

9回6

7

1

2

3

4

5

福留

鈴木

髙山

安部

ソラーテ ①

東京ヤクルト

阪神

広島東洋

阪神

広島東洋

阪神

阪神

東京ヤクルト

青木 中日

横浜DeNA

東京ヤクルト

巨人

中日

中日

広島東洋

4ｘ-3

7ｘ-5

9ｘ-7

8ｘ-4

6ｘ-5

7ｘ-6

左越本①

左越本②

右越本③

中越本②横浜DeNA

6ｘ-5

5ｘ-4

左越本①

右越本②

中越本②

右越本④

5-5

7-7

4-4

5-5

12回

9回

10回

12回

10回

2死無走者

5-6

3-5

3-4

9回

①

①

①

①

3-3

①

無死1・2塁

無死1塁

②

2死1塁

1死1塁

１死満塁

無死無走者

無死1塁

①

9回

9 石川 巨人 横浜DeNA 8ｘ-6 中越本② 11回 6-6 無死2塁 ①

10 山田哲 東京ヤクルト 広島東洋 11ｘ-7 左越本④ 9回 7-7 2死満塁 ②

11 筒香 横浜DeNA 阪神 7ｘ-5 右越本② 10回 5-5 1死1塁 ①

12 ソト 横浜DeNA 広島東洋 11ｘ-8 左中本③ 11回 8-8 無死1・2塁 ①

4月6日

5月5日

5月15日

5月29日

7月23日

7月30日

8月10日

8月12日

8月24日

9月4日

9月4日

9月19日


セ・リーグ 

		

				２０１９セントラル・リーグレギュラーシーズン公式戦　サヨナラ試合一覧(全４２試合) コウシキセンシアイイチランゼンシアイ

				☆セ・リーグ　本塁打によるサヨナラ　１２試合 ホンルイダシアイ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,561		青木 アオキ		東京ヤクルト トウキョウ		中日 チュウニチ		4ｘ-3		左越本① ヒダリコエホン		12回 カイ		3-3		2死無走者 シムソウシャ		①

				2		43,590		福留 フクトメ		阪神 ハンシン		横浜DeNA ヨコハマ		7ｘ-5		右越本② ミギコエホン		9回 カイ		5-5		2死1塁 シルイ		①

				3		43,600		鈴木 スズキ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		東京ヤクルト トウキョウ		9ｘ-7		中越本② ナカコエホン		10回 カイ		7-7		1死1塁 シルイ		①

				4		43,614		髙山 タカヤマ		阪神 ハンシン		巨人 キョジン		8ｘ-4		右越本④ ミギコエホン		12回 カイ		4-4		１死満塁 シマンルイ		①

				5		43,669		安部 アベ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		6ｘ-5		左越本① ヒダリコエホン		10回 カイ		5-5		無死無走者 ムシムソウシャ		①

				6		43,676		ソラーテ		阪神 ハンシン		中日 チュウニチ		7ｘ-6		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		5-6		無死1塁 ムシルイ		①

				7		43,687		大山 オオヤマ		阪神 ハンシン		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		6ｘ-5		右越本③ ミギコエホン		9回 カイ		3-5		無死1・2塁 ムシルイ		②

				8		43,689		村上 ムラカミ		東京ヤクルト トウキョウ		横浜DeNA ヨコハマ		5ｘ-4		中越本② ナカゴホン		9回 カイ		3-4		無死1塁 ムシルイ		①

				9		43,701		石川 イシカワ		巨人 キョジン		横浜DeNA ヨコハマ		8ｘ-6		中越本② ナカコエホン		11回 カイ		6-6		無死2塁 ムシルイ		①

				10		43,712		山田哲 ヤマダテツ		東京ヤクルト トウキョウ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		11ｘ-7		左越本④ ヒダリコエホン		9回 カイ		7-7		2死満塁 シマンルイ		②

				11		43,712		筒香 ツツゴウ		横浜DeNA ヨコハマ		阪神 ハンシン		7ｘ-5		右越本② ミギコエホン		10回 カイ		5-5		1死1塁 シルイ		①

				12		43,727		ソト		横浜DeNA ヨコハマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		11ｘ-8		左中本③ ヒダリナカホン		11回 カイ		8-8		無死1・2塁 ムシルイ		①

				☆セ・リーグ　本塁打以外のサヨナラ　３０試合 ホンルイダイガイシアイ

				サヨナラ打者 ダシャ				月日 ツキヒ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,553		-		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		2x-1		暴投 ボウトウ		11回 カイ		1-1		1死3塁 シルイ		-

				2		43,555		佐野 サノ		横浜DeNA ヨコハマ		中日 チュウニチ		3x-2		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		2-2		1死1・3塁 シルイ		①

				3		43,558		山田哲 ヤマダテツ		東京ヤクルト トウキョウ		横浜DeNA ヨコハマ		5x-4		四球① シキュウ		9回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				4		43,574		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		横浜DeNA ヨコハマ		2x-1		中越安① ナカコエアン		10回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		①

				5		43,578		小窪 コクボ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		3x-2		右前安① ミギマエアン		9回 カイ		2-2		2死満塁 シマンルイ		①

				6		43,588		大山 オオヤマ		阪神 ハンシン		横浜DeNA ヨコハマ		2ｘ-1		中越2① ナカコエ		10回 カイ		1-1		2死1塁 シルイ		①

				7		43,589		バティスタ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		3ｘ-2		左越安① ヒダリコエアン		10回 カイ		2-2		2死2塁 シルイ		①

				8		43,608		糸原 イトハラ		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		1ｘ-0		右越安① ミギコエアン		9回 カイ		0-0		1死満塁 シマンルイ		①

				9		43,616		野間 ノマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		阪神 ハンシン		2ｘ-1		右越安① ミギコエアン		11回 カイ		1-1		2死1・2塁 シルイ		①

				10		43,617		坂本勇 サカモトユウ		巨人 キョジン		中日 チュウニチ		6ｘ-5		右越安① ミギコエアン１		9回 カイ		5-5		2死2塁 シルイ		①

				11		43,625		原口 ハラグチ		阪神 ハンシン		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		4ｘ-3		中前安① ナカマエアン		9回 カイ		3-3		2死2・3塁 シルイ		①

				12		43,635		大和 ヤマト		横浜DeNA ヨコハマ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		7ｘ-6		左中2① ヒダリナカ		9回 カイ		6-6		1死2塁 シルイ		①

				13		43,636		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		千葉ロッテ チバ		7ｘ-6		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		6-6		2死満塁 シマンルイ		②

				14		43,637		大和 ヤマト		横浜DeNA ヨコハマ		東北楽天 トウホクラクテン		3ｘ-2		右越2① ミギコエ		9回 カイ		2-2		2死2塁 シルイ		②

				15		43,645		宮﨑 ミヤザキ		横浜DeNA ヨコハマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		2ｘ-1		中前安① ナカマエアン		10回 カイ		1-1		2死満塁 シマンルイ		①

				16		43,646		-		中日 チュウニチ		阪神 ハンシン		1ｘ-0		暴投 ボウトウ		11回 カイ		0-0		2死1・3塁 シルイ		-

				17		43,649		-		巨人 キョジン		中日 チュウニチ		7ｘ-6		三犠失 サンギシツ		9回 カイ		6-6		無死2塁 ムシルイ		-

				18		43,662		アルモンテ		中日 チュウニチ		阪神 ハンシン		3ｘ-2		四球① シキュウ		9回 カイ		2-2		1死満塁 シマンルイ		①

				19		43,666		近本 チカモト		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		4ｘ-3		左犠飛① ヒダリギヒ		9回 カイ		3-3		1死3塁 シルイ		①

				20		43,667		鈴木 スズキ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		右前安① ミギマエアン		10回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		②

				21		43,669		重信 シゲノブ		巨人 キョジン		東京ヤクルト トウキョウ		6ｘ-5		左越2① ヒダリコエ		9回 カイ		5-5		無死1・2塁 ムシルイ		①

				22		43,677		宮﨑 ミヤザキ		横浜DeNA ヨコハマ		東京ヤクルト トウキョウ		4ｘ-3		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		②

				23		43,686		亀井 カメイ		巨人 キョジン		東京ヤクルト トウキョウ		10ｘ-9		左犠飛① ヒダリギヒ		10回 カイ		9-9		1死満塁 シマンルイ		①

				24		43,687		乙坂 オトサカ		横浜DeNA ヨコハマ		中日 チュウニチ		5ｘ-4		右犠飛① ミギギヒ		9回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				25		43,690		磯村 イソムラ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		左犠飛① ヒダリギヒ		11回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		①

				26		43,697		三好 ミヨシ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		東京ヤクルト トウキョウ		9ｘ-8		中前安① ナカマエアン		9回 カイ		8-8		2死2塁 シルイ		①

				27		43,705		山本 ヤマモト		横浜DeNA ヨコハマ		東京ヤクルト トウキョウ		7ｘ-6		右前安① ミギマエアン		12回 カイ		6-6		2死満塁 シマンルイ		①

				28		43,720		堂林 ドウバヤシ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		3ｘ-2		左越安① ヒダリコエアン		9回 カイ		2-2		1死1・2塁 シルイ		①

				29		43,731		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		4ｘ-3		中前安① ナカマエアン		10回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		③

				30		43,736		太田 オオタ		東京ヤクルト トウキョウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		右線安① ミギセンアン		10回 カイ		1-1		2死2塁 シルイ		①





パ・リーグ

		

				２０１９パシフィック・リーグレギュラーシーズン公式戦　サヨナラ試合一覧(全３５試合) コウシキセンシアイイチランゼンゴウ

				☆パ・リーグ　本塁打によるサヨナラ　７試合 ホンルイダシアイ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ		備考 ビコウ

				1		43,553		中田 ナカタ		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		オリックス		7x-3		左中本④ ヒダリナカホン		10回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		①

				2		43,580		明石 アカシ		福岡ソフトバンク フクオカ		オリックス		3ｘ-0		右越本③ ミギコエホン		10回 カイ		0-0		無死2・3塁 ムシルイ		①

				3		43,665		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		オリックス		5ｘ-4		左越本① ヒダリコエホン		11回 カイ		4-4		1死無走者 シムソウシャ		②

				4		43,683		清田 キヨタ		千葉ロッテ チバ		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-2		左越本② ヒダリコエホン		11回 カイ		2-2		1死1塁 シルイ		②

				5		43,704		ブラッシュ		東北楽天 トウホクラクテン		千葉ロッテ チバ		5ｘ-2		左中本③ ヒダリナカホン		10回 カイ		2-2		1死1・2塁 シルイ		①

				6		43,712		田村 タムラ		千葉ロッテ チバ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		4ｘ-2		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		2-2		2死1塁 シルイ		①

				7		43,728		メヒア		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		5ｘ-3		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		3-3		1死1塁 シルイ		②		代打 ダイダ

				☆パ・リーグ　本塁打以外のサヨナラ　２８試合 ホンルイダイガイシアイ

				サヨナラ打者 ダシャ				月日 ツキヒ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ		備考 ビコウ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ		備考 ビコウ

				1		43,553		デスパイネ		福岡ソフトバンク フクオカ		埼玉西武 サイタマセイブ		5x-4		左越安① ヒダリコエアン		11回 カイ		4-4		無死1・2塁 ムシルイ		①

				2		43,564		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		オリックス		5x-4		右前安① ミギマエアン		10回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				3		43,567		-		埼玉西武 サイタマセイブ		オリックス		1x-0		失策 シッサク		9回 カイ		0-0		1死1・2塁 シルイ		-

				4		43,571		ウィーラー		東北楽天 トウホクラクテン		埼玉西武 サイタマセイブ		5x-4		中犠飛① ナカギヒ		10回 カイ		4-4		無死満塁 ムシマンルイ		①

				5		43,580		杉谷 スギヤ		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		東北楽天 トウホクラクテン		6ｘ-5		左越安① ヒダリコエアン		12回 カイ		5-5		2死満塁 シマンルイ		①

				6		43,587		伏見 フシミ		オリックス		千葉ロッテ チバ		2ｘ-1		左前安① ヒダリマエアン		10回 カイ		1-1		2死2塁 シルイ		①		代打 ダイダ

				7		43,588		デスパイネ		福岡ソフトバンク フクオカ		東北楽天 トウホクラクテン		12ｘ-11		中前安① ナカマエアン		12回 カイ		11-11		1死満塁 シマンルイ		②

				8		43,589		金子侑 カネコユウ		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		7ｘ-6		中前安① ナカマエアン		11回 カイ		6-6		2死2塁 シルイ		①

				9		43,593		辰己 タツミ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		8ｘ-7		中越2② ナカコエ		9回 カイ		6-7		1死満塁 シマンルイ		①		逆転 ギャクテン

				10		43,594		銀次 ギンジ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-3		右前安① ミギマエアン		9回 カイ		3-3		無死1・2塁 ムシルイ		①

				11		43,600		ウィーラー		東北楽天 トウホクラクテン		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		9ｘ-8		右犠飛① ミギギヒ		11回 カイ		8-8		1死1・3塁 シルイ		②

				12		43,607		小田 オダ		オリックス		千葉ロッテ チバ		5ｘ-4		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		4-4		2死満塁 シマンルイ		①

				13		43,617		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		埼玉西武 サイタマセイブ		8ｘ-7		左前安① ヒダリマエアン		10回 カイ		7-7		2死1・2塁 シルイ		②

				14		43,620		大田 オオタ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		東京ヤクルト トウキョウ		7ｘ-6		中犠飛① ナカギヒ		10回 カイ		6-6		1死2・3塁 シルイ		①

				15		43,620		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		5ｘ-4		左前安① ヒダリマエアン		12回 カイ		4-4		無死満塁 ムシマンルイ		①

				16		43,629		ロメロ		オリックス		中日 チュウニチ		6ｘ-5		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		5-5		2死2・3塁 シルイ		①

				17		43,631		ロメロ		オリックス		阪神 ハンシン		3ｘ-2		左犠飛① ヒダリギヒ		9回 カイ		2-2		1死2・3塁 シルイ		②

				18		43,632		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		中日 チュウニチ		8ｘ-7		右前安② ミギマエアン		9回 カイ		6-7		2死満塁 シマンルイ		③		逆転 ギャクテン

				19		43,648		大城 オオシロ		オリックス		千葉ロッテ チバ		6ｘ-5		遊安① ユウアン		10回 カイ		5-5		1死満塁 シマンルイ		①

				20		43,654		栗原 クリハラ		福岡ソフトバンク フクオカ		埼玉西武 サイタマセイブ		8ｘ-7		中犠飛① ナカギヒ		12回 カイ		7-7		1死満塁 シマンルイ		①		代打 ダイダ

				21		43,674		-		埼玉西武 サイタマセイブ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		8ｘ-7		遊ゴ失 ユウシツ		10回 カイ		7-7		1死1塁 シルイ		-

				22		43,674		清田 キヨタ		千葉ロッテ チバ		東北楽天 トウホクラクテン		4ｘ-3		右越安① ミギコエアン		9回 カイ		3-3		無死満塁 ムシマンルイ		①		代打 ダイダ

				23		43,678		マーティン		千葉ロッテ チバ		オリックス		7ｘ-6		四球① シキュウ		12回 カイ		6-6		1死満塁 シマンルイ		①

				24		43,689		渡邊佳 ワタナベケイ		東北楽天 トウホクラクテン		オリックス		3ｘ-2		右線2① ミギセン		10回 カイ		2-2		2死1塁 シルイ		①

				25		43,692		銀次 ギンジ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-3		右前安① ミギマエアン		11回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		②

				26		43,701		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		6ｘ-5		左線2① ヒダリセン		10回 カイ		5-5		2死1・2塁 シルイ		③

				27		43,722		メヒア		埼玉西武 サイタマセイブ		千葉ロッテ チバ		4ｘ-3		中2① ナカ		10回 カイ		3-3		1死1塁 シルイ		①

				28		43,723		-		埼玉西武 サイタマセイブ		千葉ロッテ チバ		6ｘ-5		左飛失 ヒダリトシツ		11回 カイ		5-5		2死無走者 シムソウシャ		-





両リーグ候補プレー

				２０１９スカパー！ドラマティック・サヨナラ賞（年間大賞）　有力候補プレー ショウネンカンタイショウユウリョクコウホ

				セントラル・リーグ				パシフィック・リーグ

				髙山　俊(阪神タイガース) タカヤマシュンハンシン				鈴木　大地(千葉ロッテマリーンズ) スズキダイチチバ

				　
　髙山選手は、5月29日（水）阪神甲子園球場で行われた対読売ジャイアンツ9回戦、4対4で迎えた延長12回裏最終回の攻撃、1死満塁の一打サヨナラのチャンスに代打で登場。読売8番手の池田投手から、右翼席へ劇的な代打サヨナラ満塁本塁打を放った。
この試合、阪神は3点のビハインドで迎えた5回裏、上本選手の右中間二塁打で2点を返し1点差に迫るも、8回表にソロ本塁打により再び2点差に広げられ終始追う展開が続いた。しかし、8回裏の攻撃でマルテ選手が2点本塁打を放ち土壇場で延長戦に持ち込む粘り強さを発揮。延長戦は両チ				　
　鈴木選手は6月16日（日）ＺＯＺＯマリンスタジアムで行われた対中日ドラゴンズ2回戦、2対7で迎えた9回裏、4点を返し1点差に詰め寄った2死満塁の場面で、右前へ逆転のサヨナラ安打を放ち、8対7という劇的なサヨナラ勝利を収めた。
この試合、千葉ロッテは7回表までに0対5とリードを許す苦しい展開だったが、7回裏に鈴木選手のソロ本塁打で反撃開始。再び5点差の2対7で迎えた9回裏の先頭打者も鈴木選手だった。ここで放った自身プロ入り2度目となる2打席連続の本塁打が歴史的逆転勝利の始まりとなった。その後、千葉ロッ





過去の受賞選手(年間賞)

				スカパー！ドラマティック・サヨナラ賞(年間賞)　過去の受賞選手 ショウネンカンショウカコジュショウセンシュ

				年度 ネンド		セントラル・リーグ		パシフィックリーグ

				2009		亀井　義行(読売ジャイアンツ) カメイヨシユキヨミウリ		井口　資仁(千葉ロッテマリーンズ) イグチタダヒトチバ

						　
　亀井選手は、4月25日（土）の対中日5回戦（東京ドーム）、2対4と巨人2点ビハインドで迎えた
9回裏、無死1・2塁で代打として登場。初球をバックスクリーン右へサヨナラホームランを放ちました。
亀井選手の一打は、今シーズン両リーグを通じて唯一の「代打逆転」サヨナラホームランとなりました。
　なお、亀井選手は8月4日（火）の対広島13回戦（旭川）、8月8日（土）の対東京ヤクルト12回戦（東京ドーム）でもサヨナラ本塁打を放ち、シーズン3本のサヨナラ本塁打を記録しました。		　
　井口選手は、4月16日（木）の対東北楽天3回戦（千葉マリン）、7対7の10回裏、1死1・3塁から3番・西岡選手が敬遠四球で迎えた満塁の場面で、左翼席中段へのサヨナラホームランを放ちました。
井口選手のこの一打は、今シーズン両リーグを通じて唯一のサヨナラ「満塁」ホームランとなりました。
　なお、井口選手は4月30日（木）の対オリックス6回戦（千葉マリン）でもサヨナラ本塁打を記録しました。

				2010		天谷　宗一郎(広島東洋カープ) アマヤソウイチロウヒロシマトウヨウ		小久保　裕紀(福岡ソフトバンクホークス) コクボヒロキフクオカ

						　天谷選手は、8月27日（金）の対巨人18回戦（マツダスタジアム）、6対7と広島1点ビハインドの11回裏、2死1・2塁の場面で、右翼席にサヨナラホームランを放ちました。
 　この試合は、9回裏に3対5とリードされていた広島が2点を取り同点に。延長11回表にふたたび2点リードされますが、その裏に1点差まで詰め寄った後、天谷選手が逆転サヨナラ3ランを放つという、スリリングでドラマティックな展開でした。
　なお、天谷選手は8月17日（火）の対ヤクルト14回戦（マツダスタジアム）でも同点の10回裏に2死1・2塁		　小久保選手は、9月18日（土）の対埼玉西武22回戦（福岡ヤフードーム）、7対7の11回裏、2死1塁から左中間スタンドへサヨナラホームランを放ちました。
 　この勝利で勢いに乗った福岡ソフトバンクは翌日、翌々日の同カードでも連勝し、首位・埼玉西武に0.5ゲーム差まで肉迫。その後も白星を重ね、「シーズン残り6試合、3.5ゲーム差からの逆転優勝」を成し遂げました。小久保選手の一打は、球史に残る逆転劇の起点となりました。

				2011		長野　久義(読売ジャイアンツ) ナガノヒサヨシヨミウリ		松田　宣浩(福岡ソフトバンクホークス) マツダセンヒロシフクオカ

						　
　長野選手は、10月22日（土）の対横浜24回戦（東京ドーム）、1対2と巨人1点ビハインドの9回裏、無死満塁の場面で代打として出場、右翼席に逆転サヨナラホームランを放ちました。
 　代打満塁逆転サヨナラ本塁打はプロ野球史上10年ぶり8人目、読売球団としては1971年5月20日の広野功選手以来40年ぶり3人目という、まさにドラマティックな一打でした。 また、長野選手のこの本塁打はセ・リーグでの満塁本塁打通算1,000本目という、歴史的な一打でもありました。
 　なお、この試合は読売球団のレギュラーシーズ		　
　松田選手は、4月17日（土）の対埼玉西武3回戦（ヤフードーム）、8対8で迎えた9回裏、2死二塁から左中間スタンドへサヨナラホームランを放ちました。
 　この試合はプロ野球史上6度目、パ・リーグ史上3度目の両チーム毎回安打（福岡ソフトバンク12安打、埼玉西武17安打）を記録する打撃戦となり、本塁打も両チーム計5本を数えました。
 　福岡ソフトバンクにとっては、試合序盤に松田選手のシーズン第1号本塁打などで得た最大5点のリードを、9回表に追いつかれる苦しい展開となりました。 松田選手のこの日2本目の本塁

				2012		和田　一浩(中日ドラゴンズ) ワダイチヒロシチュウニチ		中田　翔(北海道日本ハムファイターズ) ナカタショウホッカイドウニッポン

						　
　和田選手は、6月8日（金）の対東北楽天3回戦（ナゴヤドーム）、1対2と1点ビハインドで迎えた9回裏、一死二塁の場面で左翼席に劇的な逆転サヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、チームは3回から8回まで無安打という重苦しい試合展開の中、相手球団は1点リードを死守すべく9回から抑え投手を投入し逃げ切りを図りましたが、その作戦を打ち砕き、チームの連敗を「4」で止めるとともに、リーグ首位を奪還する起死回生のサヨナラ打となりました。
 　和田選手の一打は自身4本目のサヨナラ本塁打で、「逆転」は初となります。		　
　中田選手は、4月15日（日）の対東北楽天3回戦（札幌ドーム）、3対3の同点で迎えた9回裏、レフトスタンドへ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、チームは3対1と2点リードで迎えた9回表に2点本塁打を浴び同点とされましたが、その直後の9回裏に中田選手が先頭打者で打席に入ると、6球目をライナーでレフトスタンドに運びました。
 　この一打は、同点に追いつかれたチームを救う起死回生の一発となると同時に、この打席まで16打席ノーヒット、打率も1割を切る状態の中田選手にとっても大きなサヨナラ本塁打と

				2013		長野　久義(読売ジャイアンツ) ナガノヒサヨシヨミウリ		浅村　栄斗(埼玉西武ライオンズ) アサムラエイトサイタマセイブ

						　
　長野選手は、8月29日（木）東京ドームで行われた対阪神20回戦、2対2の同点で迎えた延長10回裏の先頭打者として打席に入ると、1ボールからの2球目を強振、左翼席に弾丸ライナーで飛び込むサヨナラ本塁打を放ちました。
 　大事な首位攻防戦を連勝して迎えたこの試合、チームは相手エースに終盤まで抑え込まれていましたが、8回、9回に1点ずつ取る粘りで延長戦に持ち込み、長野選手の一打へつなげました。優勝を争う首位攻防3連戦を3連勝で締めくくり、リーグ優勝を大きく引き寄せる貴重な一打となりました。
 　なお、長野		　
　浅村選手は、8月7日（水）西武ドームで行われた対北海道日本ハム16回戦、4対6で2点を追う9回裏、二死一、二塁、2ボール1ストライクから、右翼席へ逆転サヨナラ3点本塁打を放ちました。
 　この試合は7回まで北海道日本ハムが3度リードし、埼玉西武が3度追いつく展開。8回に2点のリードを許した埼玉西武は、9回裏一死から粘りを見せ、浅村選手の一打へつなげました。 敗れれば3位転落というチームの窮地を救う劇的な一打でした。
 　また、浅村選手は5月31日の対東京ヤクルト戦でもサヨナラ本塁打を放っており、埼玉

				2014		福留　孝介(阪神タイガース) フクドメコウスケハンシン		松田　宣浩(福岡ソフトバンクホークス) マツダセンヒロシフクオカ

						　
　福留選手は、7月22日（火）甲子園球場で行われた対読売ジャイアンツ14回戦、2対2の同点で迎えた延長12回裏、二死走者なしの場面でライトスタンドにサヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、阪神は1点を追う6回に一度は逆転したが、9回表に本塁打で同点とされ、延長に入りました。そして引分終了目前の場面で福留選手が放った一打が、首位攻防3連戦の勝ち越しを決めました。また、この試合を勝利に導いたことが、シーズン終盤までもつれたレギュラーシーズンの順位争いにおいても、最終的にチームが2位となる大きな原動力と		　
　松田選手は、10月2日（木）福岡ヤフオク!ドームで行われた対オリックス・バファローズ24回戦、1対1の同点で迎えた延長10回裏、一死満塁の場面で打席に入ると、1ボール2ストライクからの4球目にレフトオーバーのサヨナラ安打を放ちました。
 　チームのレギュラーシーズン最終戦、勝てば優勝が決まる2位・オリックスとの直接対決となったこの試合は同点のまま延長に入りましたが、松田選手の劇的な一打により、福岡ソフトバンクホークスが3年ぶり16度目のリーグ優勝を決めました。チームの最終戦でサヨナラ勝ちでの自力優勝

				2015		雄平(東京ヤクルトスワローズ) ユウヘイトウキョウ		柳田　悠岐(福岡ソフトバンクホークス) ヤナギタユウキフクオカ

						　
　雄平選手は、10月2日（金）明治神宮球場で行われた対阪神タイガース25回戦、1対1の同点で迎えた延長11回裏、二死一、三塁の場面で一塁線を破るサヨナラ安打を放ちました。
勝つか引き分けで優勝が決まるこの試合。東京ヤクルトは初回に1点を先制したものの、 8回に同点とされ試合は延長に入りました。CS進出へ向け負けられない阪神も先発要員の能見投手を10回からリリーフで投入しますが、最後は雄平選手の劇的な一打により、東京ヤクルトスワローズが14年ぶり7度目のリーグ優勝を決めました。　 エンチョウ		　
　柳田選手は、8月11日（火）福岡ヤフオク!ドームで行われた対オリックス・バファローズ17回戦、9回裏、4対6とオリックスにリードされて迎えた、二死一、二塁の場面で、右中間スタンドへ逆転サヨナラ3点本塁打を放ちました。
この回、4点を追う福岡ソフトバンクは、二死満塁から中村選手の2点適時打で追い上げ、直後に柳田選手の豪快な一打が飛び出し、逆転勝利を収めました。逆転サヨナラ3点本塁打は今シーズンのＮＰＢではこの１本のみです。　
　なお、柳田選手は5月5日（火）福岡ヤフオク!ドームで行われた対千葉ロッテマ

				2016		鈴木　誠也(広島東洋カープ) スズキセイヤヒロシマトウヨウ		吉村　裕基(福岡ソフトバンクホークス) ヨシムラユウキフクオカ

						　
　鈴木選手は、6月18日（土）マツダスタジアムで行われた対オリックス・バファローズ２回戦、1対3で迎えた9回裏、一死一、三塁の場面で、左翼席へサヨナラ逆転本塁打を放ちました。
　広島は、6回まで1対0とリードしていましたが、先発・岡田投手が7回に連打と四球で逆転を許します。1対3とリードを広げられ迎えた9回裏、一発サヨナラの場面で鈴木選手に打席が回ると、1ボール2ストライクと追い込まれてからの４球目、相手投手のフォークを左翼席に運び、チームを劇的な勝利に導きました。
鈴木選手は、前日の試合でもサヨナラ		　
　吉村選手は、4月17日（日）福岡 ヤフオク!ドームでの対東北楽天ゴールデンイーグルス5回戦、7対7の同点で迎えた延長12回裏、無死一塁から左中間スタンドへサヨナラ2点本塁打を放ちました。
　この日の福岡ソフトバンクは初回に先制され、一時は逆転に成功したものの、6回表に5点を奪われるなど、3対7とリードを許して9回裏を迎えました。4点を追うチームは二死二塁から内川選手の適時打で1点を返すと、松田選手が安打でつなぎ、二死一、二塁から代打で登場した吉村選手が今シーズン初安打となる同点3点本塁打を放ち、延長

				2017		宮﨑　敏郎(横浜ＤｅＮＡベイスターズ) ミヤザキトシロウヨコハマ		栗山　巧(埼玉西武ライオンズ) クリヤマタクミサイタマセイブ

						　
　宮﨑選手は、８月２２日（火）横浜スタジアムで行われた対広島東洋カープ１８回戦、５対５で迎えた９回裏無死走者なしの場面で打席に立ち、左中間へ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。
　この試合は、横浜DeNAが、初回に先取点を挙げるものの投手陣が８回までに５失点し、８回を終わって２対５と３点のビハインドのまま９回の攻撃に入ります。９回裏、先頭の柴田選手が安打で出塁し、続く筒香選手が２点本塁打を放ち１点差に迫ると、続くロペス選手にもソロ本塁打が飛び出し、試合を一気に振り出しに戻します。２者連続本塁打の同点で観		　
　栗山選手は、８月１７日（木）メットライフドームで行われた対東北楽天ゴールデンイーグルス１８回戦、０対０で迎えた９回裏二死一、二塁の場面で代打で出場し、左翼席へ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。この試合は、埼玉西武・菊池、東北楽天・安樂の両先発投手の好投で終盤まで両チーム無得点。東北楽天は、継投で8回まで無失点で切り抜け、菊池投手も９回を被安打２、無失点で投げ抜き、９回裏を迎えました。埼玉西武は二死無走者から、外崎選手の二塁打、炭谷選手の死球で好機を作ると、代打・栗山選手が２ボール１ストライクからの４

				2018		下水流　昂(広島東洋カープ) シタスイリュウコウヒロシマトウヨウ		森　友哉(埼玉西武ライオンズ) モリトモヤサイタマセイブ

						　
　下水流選手は、７月２０日（金）マツダスタジアムで行われた対読売１４回戦、１０回裏８対９で迎えた場面で右翼席へ逆転サヨナラ２点本塁打を放ちました。この試合は広島東洋が序盤に７点をリードする展開。しかし、４回表と５回表に３点本塁打を浴び、リードは瞬く間に１点に。６回裏に追加点を挙げ２点差とするが、７回表に２点適時打を浴び、ついに８対８の同点に追いつかれ試合は延長戦に突入します。７点差から追いつき勢いに乗る読売は延長１０回表、４番岡本選手の本塁打で１点勝ち越し。この試合初めて追う展開となった広島東洋はその		　
　森選手は、４月１８日（水）メットライフドームで行われた対北海道日本ハムファイターズ５回戦、７対８で迎えた９回裏、無死満塁の場面で右中間へ逆転サヨナラ二塁打を放ちました。この日の試合は７回を終えて北海道日本ハムが５対０とリード。北海道日本ハムは８回表にも３点を追加しリードを８点に広げます。しかし８回裏、埼玉西武ライオンズは先頭からの連打を足掛かりに、二者連続押し出し四球、さらに３安打を集中させ一挙７得点をあげ、７対８と１点差に追い上げます。９回裏は、源田選手、浅村選手の連打と山川選手の四球で満塁のチャ





過去の受賞選手(月間賞)

				スカパー！サヨナラ賞(月間賞)　過去の受賞選手 ショウゲッカンショウカコジュショウセンシュ

						２０１２年度 ネンド								２０１３年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		中村紀洋(横浜ＤｅＮＡ) ナカムラノリヒロヨコハマ		田中賢介(北海道日本ハム) タナカケンスケホッカイドウニッポン				3、4月 ガツ		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		松田宣浩(福岡ソフトバンク) マツダセンヒロシフクオカ

				5月 ガツ		森野将彦(中日) モリノマサヒコチュウニチ		バルディリス(オリックス)				5月 ガツ		畠山和洋(東京ヤクルト) ハタケヤマカズヒロトウキョウ		浅村栄斗(埼玉西武) アサムラエイトサイタマセイブ

				6月 ガツ		和田一浩(中日) ワダイチヒロシチュウニチ		ホフパワー(北海道日本ハム) ホッカイドウニッポン				6月 ガツ		マートン(阪神) ハンシン		高橋信二(オリックス) タカハシシンジ

				7月		石原慶幸(広島東洋) イシハラヨシユキヒロシマトウヨウ		枡田慎太郎(東北楽天) マスダシンタロウトウホクラクテン				7月		丸佳浩(広島東洋) マルヨシヒロヒロシマトウヨウ		嶋基宏(東北楽天) シマモトヒロトウホクラクテン

				8月		阿部慎之助(巨人) アベシンノスケキョジン		柳田悠岐(福岡ソフトバンク) ヤナギタユウキフクオカ				8月		長野久義(巨人) ナガノヒサヨシキョジン		浅村栄斗(埼玉西武) アサムラエイトサイタマセイブ

				9月		新井良太(阪神) アライリョウタハンシン		松井稼頭央(東北楽天) マツイカセアタマトウホクラクテン				9月		石原慶幸(広島東洋) イシハラヨシユキヒロシマトウヨウ		片岡治大(埼玉西武) カタオカオサオオサイタマセイブ

						２０１４年度 ネンド								２０１５年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		エルドレッド(広島東洋) ヒロシマトウヨウ		ジョーンズ(東北楽天) トウホクラクテン				3、4月 ガツ		平田良介(中日) ヒラタリョウスケチュウニチ		松田宣浩(福岡ソフトバンク) マツダセンヒロシフクオカ

				5月 ガツ		梵英心(広島東洋) ボンエイココロヒロシマトウヨウ		加藤翔平(千葉ロッテ) カトウショウヘイチバ				5月 ガツ		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		中川大志(東北楽天) ナカガワタイシトウホクラクテン

				6月 ガツ		嶺井博希(横浜ＤｅＮＡ) ミネイヒロノゾミヨコハマ		今宮健太(福岡ソフトバンク) イマミヤケンタフクオカ				6月 ガツ		井端弘和(巨人) イバタヒロカズキョジン		吉田裕太(千葉ロッテ) ヨシダユウタチバ

				7月		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		斉藤彰吾(埼玉西武) サイトウショウゴサイタマセイブ				7月		藤井淳志(中日) フジイアツシココロザシチュウニチ		中村剛也(埼玉西武) ナカムラゴウナリサイタマセイブ

				8月		ロペス(巨人) キョジン		田村龍弘(千葉ロッテ) タムラリュウヒロシチバ				8月		坂本勇人(巨人) サカモトハヤトキョジン		柳田悠岐(福岡ソフトバンク) ヤナギタユウキフクオカ

				9月		ブランコ(横浜ＤｅＮＡ) ヨコハマ		松井稼頭央(東北楽天) マツイカセアタマトウホクラクテン				9月		中村悠平(東京ヤクルト) ナカムラユウヘイトウキョウ		レアード(北海道日本ハム) ホッカイドウニッポン

						２０１６年度 ネンド								２０１７年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		杉山翔大 （中日）		吉村裕基 （福岡ソフトバンク） フクオカ				3、4月 ガツ		鵜久森淳志（東京ヤクルト） トウキョウ		聖澤諒（東北楽天） トウホク

				5月 ガツ		坂本勇人 （巨人）		井口資仁 （千葉ロッテ） チバ				5月 ガツ		荒木貴裕（東京ヤクルト） トウキョウ		駿太（オリックス）

				6月 ガツ		鈴木誠也（広島東洋） トウヨウ		Ｂ．レアード（北海道日本ハム） ホッカイドウ				6月 ガツ		亀井善行（巨人）		福田秀平（福岡ソフトバンク） フクオカ

				7月		筒香嘉智(横浜ＤｅＮＡ) ヨコハマ		Ｂ．レアード（北海道日本ハム） ホッカイドウ				7月		大松尚逸（東京ヤクルト） トウキョウ		Ｊ．アマダ―（東北楽天） トウホク

				8月		脇谷亮太（巨人）		森友哉（埼玉西武） サイタマセイブ				8月		宮﨑敏郎（横浜ＤｅＮＡ） ヨコハマ		栗山 巧（埼玉西武） サイタマ

				9月		ギャレット（巨人）		細谷圭（千葉ロッテ） チバ				9、10月		安部友裕（広島東洋） トウヨウ		Ａ.デスパイネ（福岡ソフトバンク） フクオカ

						２０１８年度 ネンド								２０１９年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		下水流昂（広島東洋） シタミズリュウコウヒロシマトウヨウ		森友哉（埼玉西武） モリトモヤサイタマセイブ				3、4月 ガツ		青木宣親（東京ヤクルト） アオキノリチカトウキョウ		中田翔（北海道日本ハム） ナカタショウホッカイドウニホン

				5月 ガツ		山下幸輝（横浜ＤｅＮＡ） ヤマシタコウキヨコハマ		清田育宏（千葉ロッテ） キヨタイクヒロチバ				5月 ガツ		髙山俊（阪神） タカヤマシュンハンシン		辰己涼介（東北楽天） タツミリョウスケトウホクラクテン

				6月 ガツ		山田哲人（東京ヤクルト） ヤマダテツトトウキョウ		上林誠知（福岡ソフトバンク） ウエバヤシセイジフクオカ				6月 ガツ		原口文仁（阪神） ハラグチフミヒトハンシン		鈴木大地（千葉ロッテ） スズキダイチチバ

				7月		下水流昂（広島東洋） シタミズリュウコウヒロシマトウヨウ		山下斐紹（東北楽天） ヤマシタアヤジョウトウホク				7月		Ｙ．ソラーテ（阪神） ハンシン		中村剛也（埼玉西武） ナカムラタケヤサイタマセイブ

				8月		鈴木誠也（広島東洋） スズキセイヤヒロシマトウヨウ		Y.グラシアル（福岡ソフトバンク） フクオカ				8月		石川慎吾（巨人） イシカワシンゴキョジン		清田育宏（千葉ロッテ） キヨタイクヒロチバ

				9、10月		上田剛史（東京ヤクルト） ウエダタケシトウキョウ		中島宏之（オリックス） ナカジマヒロユキ				9月		Ｎ．ソト（横浜ＤｅＮＡ） ヨコハマ		Ｅ．メヒア（埼玉西武） サイタマセイブ
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【2019 セントラル・リーグレギュラーシーズン公式戦 サヨナラ試合一覧 全４２試合】

☆セ・リーグ　本塁打以外のサヨナラ　３０試合

月日 サヨナラ打者 所属 対戦相手 最終スコア
決勝打

(丸数字は打点)
イニング

直前
スコア

走者 個人回数

1

2

阪神

横浜DeNA

2x-1

3x-2

3

4

5

6 横浜DeNA

暴投

左前安①

四球①

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

-

佐野

山田哲

會澤

小窪

大山

バティスタ

糸原

野間

坂本勇

原口

大和

會澤

大和

宮﨑

-

-

アルモンテ

近本

鈴木

重信

宮﨑

亀井

乙坂

磯村

三好

山本

東京ヤクルト

広島東洋

広島東洋

阪神

広島東洋

阪神

広島東洋

巨人

阪神

横浜DeNA

広島東洋

横浜DeNA

横浜DeNA

中日

巨人

中日

阪神

広島東洋

巨人

横浜DeNA

巨人

横浜DeNA

広島東洋

広島東洋

横浜DeNA

東京ヤクルト

中日

横浜DeNA

横浜DeNA

中日

巨人

東京ヤクルト

阪神

中日

北海道日本ハム

北海道日本ハム

千葉ロッテ

東北楽天

広島東洋

阪神

中日

阪神

東京ヤクルト

巨人

東京ヤクルト

東京ヤクルト

東京ヤクルト

中日

巨人

東京ヤクルト

東京ヤクルト

5x-4

2x-1

3x-2

2ｘ-1

3ｘ-2

1ｘ-0

2ｘ-1

6ｘ-5

4ｘ-3

7ｘ-6

7ｘ-6

3ｘ-2

2ｘ-1

1ｘ-0

7ｘ-6

3ｘ-2

4ｘ-3

2ｘ-1

6ｘ-5

4ｘ-3

10ｘ-9

5ｘ-4

2ｘ-1

9ｘ-8

7ｘ-6

中越安①

右前安①

中越2①

左越安①

右越安①

右越安①

右越安①

中前安①

左中2①

左前安①

右越2①

中前安①

暴投

三犠失

四球①

左犠飛①

右前安①

左越2①

左前安①

左犠飛①

右犠飛①

左犠飛①

中前安①

右前安①

11回

9回

9回

10回

9回

10回

10回

9回

11回

9回

9回

9回

9回

9回

10回

11回

9回

9回

9回

10回

9回

9回

10回

9回

11回

9回

12回

-

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

②

②

①

-

-

①

①

②

①

②

①

①

①

①

①

1-1

2-2

4-4

1-1

2-2

1-1

2-2

0-0

1-1

5-5

5-5

3-3

6-6

6-6

2-2

1-1

9-9

4-4

1-1

8-8

6-6

0-0

6-6

2-2

3-3

1-1

1死3塁

1死1・3塁

1死満塁

1死満塁

2死満塁

2死1塁

2死2塁

1死満塁

2死1・2塁

2死2塁

2死2・3塁

1死2塁

2死満塁

2死2塁

2死満塁

2死1・3塁

無死2塁

1死満塁

1死満塁

2死2塁

2死満塁

1死3塁

1死満塁

無死1・2塁

1死満塁

1死満塁

1死満塁

3月29日

3月31日

4月3日

4月19日

4月23日

5月3日

5月4日

5月23日

5月31日

6月1日

6月9日

6月19日

6月20日

6月21日

6月29日

6月30日

7月3日

7月16日

7月20日

7月21日

7月23日

左越安① 9回 2-2

7月31日

8月9日

8月10日

8月13日

8月20日

8月28日

3-3

28 9月12日 堂林 広島東洋 中日 3ｘ-2 1死1・2塁 ①

29 9月23日 會澤 広島東洋 中日 4ｘ-3 中前安① 10回 3-3 1死満塁 ③

30 9月28日 太田 東京ヤクルト 巨人 2ｘ-1 右線安① 10回 1-1 2死2塁 ①


セ・リーグ 

		

				２０１９セントラル・リーグレギュラーシーズン公式戦　サヨナラ試合一覧(全４２試合) コウシキセンシアイイチランゼンシアイ

				☆セ・リーグ　本塁打によるサヨナラ　１２試合 ホンルイダシアイ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,561		青木 アオキ		東京ヤクルト トウキョウ		中日 チュウニチ		4ｘ-3		左越本① ヒダリコエホン		12回 カイ		3-3		2死無走者 シムソウシャ		①

				2		43,590		福留 フクトメ		阪神 ハンシン		横浜DeNA ヨコハマ		7ｘ-5		右越本② ミギコエホン		9回 カイ		5-5		2死1塁 シルイ		①

				3		43,600		鈴木 スズキ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		東京ヤクルト トウキョウ		9ｘ-7		中越本② ナカコエホン		10回 カイ		7-7		1死1塁 シルイ		①

				4		43,614		髙山 タカヤマ		阪神 ハンシン		巨人 キョジン		8ｘ-4		右越本④ ミギコエホン		12回 カイ		4-4		１死満塁 シマンルイ		①

				5		43,669		安部 アベ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		6ｘ-5		左越本① ヒダリコエホン		10回 カイ		5-5		無死無走者 ムシムソウシャ		①

				6		43,676		ソラーテ		阪神 ハンシン		中日 チュウニチ		7ｘ-6		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		5-6		無死1塁 ムシルイ		①

				7		43,687		大山 オオヤマ		阪神 ハンシン		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		6ｘ-5		右越本③ ミギコエホン		9回 カイ		3-5		無死1・2塁 ムシルイ		②

				8		43,689		村上 ムラカミ		東京ヤクルト トウキョウ		横浜DeNA ヨコハマ		5ｘ-4		中越本② ナカゴホン		9回 カイ		3-4		無死1塁 ムシルイ		①

				9		43,701		石川 イシカワ		巨人 キョジン		横浜DeNA ヨコハマ		8ｘ-6		中越本② ナカコエホン		11回 カイ		6-6		無死2塁 ムシルイ		①

				10		43,712		山田哲 ヤマダテツ		東京ヤクルト トウキョウ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		11ｘ-7		左越本④ ヒダリコエホン		9回 カイ		7-7		2死満塁 シマンルイ		②

				11		43,712		筒香 ツツゴウ		横浜DeNA ヨコハマ		阪神 ハンシン		7ｘ-5		右越本② ミギコエホン		10回 カイ		5-5		1死1塁 シルイ		①

				12		43,727		ソト		横浜DeNA ヨコハマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		11ｘ-8		左中本③ ヒダリナカホン		11回 カイ		8-8		無死1・2塁 ムシルイ		①

				☆セ・リーグ　本塁打以外のサヨナラ　３０試合 ホンルイダイガイシアイ

				サヨナラ打者 ダシャ				月日 ツキヒ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,553		-		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		2x-1		暴投 ボウトウ		11回 カイ		1-1		1死3塁 シルイ		-

				2		43,555		佐野 サノ		横浜DeNA ヨコハマ		中日 チュウニチ		3x-2		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		2-2		1死1・3塁 シルイ		①

				3		43,558		山田哲 ヤマダテツ		東京ヤクルト トウキョウ		横浜DeNA ヨコハマ		5x-4		四球① シキュウ		9回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				4		43,574		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		横浜DeNA ヨコハマ		2x-1		中越安① ナカコエアン		10回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		①

				5		43,578		小窪 コクボ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		3x-2		右前安① ミギマエアン		9回 カイ		2-2		2死満塁 シマンルイ		①

				6		43,588		大山 オオヤマ		阪神 ハンシン		横浜DeNA ヨコハマ		2ｘ-1		中越2① ナカコエ		10回 カイ		1-1		2死1塁 シルイ		①

				7		43,589		バティスタ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		3ｘ-2		左越安① ヒダリコエアン		10回 カイ		2-2		2死2塁 シルイ		①

				8		43,608		糸原 イトハラ		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		1ｘ-0		右越安① ミギコエアン		9回 カイ		0-0		1死満塁 シマンルイ		①

				9		43,616		野間 ノマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		阪神 ハンシン		2ｘ-1		右越安① ミギコエアン		11回 カイ		1-1		2死1・2塁 シルイ		①

				10		43,617		坂本勇 サカモトユウ		巨人 キョジン		中日 チュウニチ		6ｘ-5		右越安① ミギコエアン１		9回 カイ		5-5		2死2塁 シルイ		①

				11		43,625		原口 ハラグチ		阪神 ハンシン		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		4ｘ-3		中前安① ナカマエアン		9回 カイ		3-3		2死2・3塁 シルイ		①

				12		43,635		大和 ヤマト		横浜DeNA ヨコハマ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		7ｘ-6		左中2① ヒダリナカ		9回 カイ		6-6		1死2塁 シルイ		①

				13		43,636		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		千葉ロッテ チバ		7ｘ-6		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		6-6		2死満塁 シマンルイ		②

				14		43,637		大和 ヤマト		横浜DeNA ヨコハマ		東北楽天 トウホクラクテン		3ｘ-2		右越2① ミギコエ		9回 カイ		2-2		2死2塁 シルイ		②

				15		43,645		宮﨑 ミヤザキ		横浜DeNA ヨコハマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		2ｘ-1		中前安① ナカマエアン		10回 カイ		1-1		2死満塁 シマンルイ		①

				16		43,646		-		中日 チュウニチ		阪神 ハンシン		1ｘ-0		暴投 ボウトウ		11回 カイ		0-0		2死1・3塁 シルイ		-

				17		43,649		-		巨人 キョジン		中日 チュウニチ		7ｘ-6		三犠失 サンギシツ		9回 カイ		6-6		無死2塁 ムシルイ		-

				18		43,662		アルモンテ		中日 チュウニチ		阪神 ハンシン		3ｘ-2		四球① シキュウ		9回 カイ		2-2		1死満塁 シマンルイ		①

				19		43,666		近本 チカモト		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		4ｘ-3		左犠飛① ヒダリギヒ		9回 カイ		3-3		1死3塁 シルイ		①

				20		43,667		鈴木 スズキ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		右前安① ミギマエアン		10回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		②

				21		43,669		重信 シゲノブ		巨人 キョジン		東京ヤクルト トウキョウ		6ｘ-5		左越2① ヒダリコエ		9回 カイ		5-5		無死1・2塁 ムシルイ		①

				22		43,677		宮﨑 ミヤザキ		横浜DeNA ヨコハマ		東京ヤクルト トウキョウ		4ｘ-3		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		②

				23		43,686		亀井 カメイ		巨人 キョジン		東京ヤクルト トウキョウ		10ｘ-9		左犠飛① ヒダリギヒ		10回 カイ		9-9		1死満塁 シマンルイ		①

				24		43,687		乙坂 オトサカ		横浜DeNA ヨコハマ		中日 チュウニチ		5ｘ-4		右犠飛① ミギギヒ		9回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				25		43,690		磯村 イソムラ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		左犠飛① ヒダリギヒ		11回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		①

				26		43,697		三好 ミヨシ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		東京ヤクルト トウキョウ		9ｘ-8		中前安① ナカマエアン		9回 カイ		8-8		2死2塁 シルイ		①

				27		43,705		山本 ヤマモト		横浜DeNA ヨコハマ		東京ヤクルト トウキョウ		7ｘ-6		右前安① ミギマエアン		12回 カイ		6-6		2死満塁 シマンルイ		①

				28		43,720		堂林 ドウバヤシ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		3ｘ-2		左越安① ヒダリコエアン		9回 カイ		2-2		1死1・2塁 シルイ		①

				29		43,731		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		4ｘ-3		中前安① ナカマエアン		10回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		③

				30		43,736		太田 オオタ		東京ヤクルト トウキョウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		右線安① ミギセンアン		10回 カイ		1-1		2死2塁 シルイ		①





パ・リーグ

		

				２０１９パシフィック・リーグレギュラーシーズン公式戦　サヨナラ試合一覧(全３５試合) コウシキセンシアイイチランゼンゴウ

				☆パ・リーグ　本塁打によるサヨナラ　７試合 ホンルイダシアイ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ		備考 ビコウ

				1		43,553		中田 ナカタ		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		オリックス		7x-3		左中本④ ヒダリナカホン		10回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		①

				2		43,580		明石 アカシ		福岡ソフトバンク フクオカ		オリックス		3ｘ-0		右越本③ ミギコエホン		10回 カイ		0-0		無死2・3塁 ムシルイ		①

				3		43,665		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		オリックス		5ｘ-4		左越本① ヒダリコエホン		11回 カイ		4-4		1死無走者 シムソウシャ		②

				4		43,683		清田 キヨタ		千葉ロッテ チバ		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-2		左越本② ヒダリコエホン		11回 カイ		2-2		1死1塁 シルイ		②

				5		43,704		ブラッシュ		東北楽天 トウホクラクテン		千葉ロッテ チバ		5ｘ-2		左中本③ ヒダリナカホン		10回 カイ		2-2		1死1・2塁 シルイ		①

				6		43,712		田村 タムラ		千葉ロッテ チバ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		4ｘ-2		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		2-2		2死1塁 シルイ		①

				7		43,728		メヒア		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		5ｘ-3		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		3-3		1死1塁 シルイ		②		代打 ダイダ

				☆パ・リーグ　本塁打以外のサヨナラ　２８試合 ホンルイダイガイシアイ

				サヨナラ打者 ダシャ				月日 ツキヒ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ		備考 ビコウ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ		備考 ビコウ

				1		43,553		デスパイネ		福岡ソフトバンク フクオカ		埼玉西武 サイタマセイブ		5x-4		左越安① ヒダリコエアン		11回 カイ		4-4		無死1・2塁 ムシルイ		①

				2		43,564		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		オリックス		5x-4		右前安① ミギマエアン		10回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				3		43,567		-		埼玉西武 サイタマセイブ		オリックス		1x-0		失策 シッサク		9回 カイ		0-0		1死1・2塁 シルイ		-

				4		43,571		ウィーラー		東北楽天 トウホクラクテン		埼玉西武 サイタマセイブ		5x-4		中犠飛① ナカギヒ		10回 カイ		4-4		無死満塁 ムシマンルイ		①

				5		43,580		杉谷 スギヤ		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		東北楽天 トウホクラクテン		6ｘ-5		左越安① ヒダリコエアン		12回 カイ		5-5		2死満塁 シマンルイ		①

				6		43,587		伏見 フシミ		オリックス		千葉ロッテ チバ		2ｘ-1		左前安① ヒダリマエアン		10回 カイ		1-1		2死2塁 シルイ		①		代打 ダイダ

				7		43,588		デスパイネ		福岡ソフトバンク フクオカ		東北楽天 トウホクラクテン		12ｘ-11		中前安① ナカマエアン		12回 カイ		11-11		1死満塁 シマンルイ		②

				8		43,589		金子侑 カネコユウ		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		7ｘ-6		中前安① ナカマエアン		11回 カイ		6-6		2死2塁 シルイ		①

				9		43,593		辰己 タツミ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		8ｘ-7		中越2② ナカコエ		9回 カイ		6-7		1死満塁 シマンルイ		①		逆転 ギャクテン

				10		43,594		銀次 ギンジ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-3		右前安① ミギマエアン		9回 カイ		3-3		無死1・2塁 ムシルイ		①

				11		43,600		ウィーラー		東北楽天 トウホクラクテン		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		9ｘ-8		右犠飛① ミギギヒ		11回 カイ		8-8		1死1・3塁 シルイ		②

				12		43,607		小田 オダ		オリックス		千葉ロッテ チバ		5ｘ-4		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		4-4		2死満塁 シマンルイ		①

				13		43,617		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		埼玉西武 サイタマセイブ		8ｘ-7		左前安① ヒダリマエアン		10回 カイ		7-7		2死1・2塁 シルイ		②

				14		43,620		大田 オオタ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		東京ヤクルト トウキョウ		7ｘ-6		中犠飛① ナカギヒ		10回 カイ		6-6		1死2・3塁 シルイ		①

				15		43,620		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		5ｘ-4		左前安① ヒダリマエアン		12回 カイ		4-4		無死満塁 ムシマンルイ		①

				16		43,629		ロメロ		オリックス		中日 チュウニチ		6ｘ-5		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		5-5		2死2・3塁 シルイ		①

				17		43,631		ロメロ		オリックス		阪神 ハンシン		3ｘ-2		左犠飛① ヒダリギヒ		9回 カイ		2-2		1死2・3塁 シルイ		②

				18		43,632		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		中日 チュウニチ		8ｘ-7		右前安② ミギマエアン		9回 カイ		6-7		2死満塁 シマンルイ		③		逆転 ギャクテン

				19		43,648		大城 オオシロ		オリックス		千葉ロッテ チバ		6ｘ-5		遊安① ユウアン		10回 カイ		5-5		1死満塁 シマンルイ		①

				20		43,654		栗原 クリハラ		福岡ソフトバンク フクオカ		埼玉西武 サイタマセイブ		8ｘ-7		中犠飛① ナカギヒ		12回 カイ		7-7		1死満塁 シマンルイ		①		代打 ダイダ

				21		43,674		-		埼玉西武 サイタマセイブ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		8ｘ-7		遊ゴ失 ユウシツ		10回 カイ		7-7		1死1塁 シルイ		-

				22		43,674		清田 キヨタ		千葉ロッテ チバ		東北楽天 トウホクラクテン		4ｘ-3		右越安① ミギコエアン		9回 カイ		3-3		無死満塁 ムシマンルイ		①		代打 ダイダ

				23		43,678		マーティン		千葉ロッテ チバ		オリックス		7ｘ-6		四球① シキュウ		12回 カイ		6-6		1死満塁 シマンルイ		①

				24		43,689		渡邊佳 ワタナベケイ		東北楽天 トウホクラクテン		オリックス		3ｘ-2		右線2① ミギセン		10回 カイ		2-2		2死1塁 シルイ		①

				25		43,692		銀次 ギンジ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-3		右前安① ミギマエアン		11回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		②

				26		43,701		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		6ｘ-5		左線2① ヒダリセン		10回 カイ		5-5		2死1・2塁 シルイ		③

				27		43,722		メヒア		埼玉西武 サイタマセイブ		千葉ロッテ チバ		4ｘ-3		中2① ナカ		10回 カイ		3-3		1死1塁 シルイ		①

				28		43,723		-		埼玉西武 サイタマセイブ		千葉ロッテ チバ		6ｘ-5		左飛失 ヒダリトシツ		11回 カイ		5-5		2死無走者 シムソウシャ		-





両リーグ候補プレー

				２０１９スカパー！ドラマティック・サヨナラ賞（年間大賞）　有力候補プレー ショウネンカンタイショウユウリョクコウホ

				セントラル・リーグ				パシフィック・リーグ

				髙山　俊(阪神タイガース) タカヤマシュンハンシン				鈴木　大地(千葉ロッテマリーンズ) スズキダイチチバ

				　
　髙山選手は、5月29日（水）阪神甲子園球場で行われた対読売ジャイアンツ9回戦、4対4で迎えた延長12回裏最終回の攻撃、1死満塁の一打サヨナラのチャンスに代打で登場。読売8番手の池田投手から、右翼席へ劇的な代打サヨナラ満塁本塁打を放った。
この試合、阪神は3点のビハインドで迎えた5回裏、上本選手の右中間二塁打で2点を返し1点差に迫るも、8回表にソロ本塁打により再び2点差に広げられ終始追う展開が続いた。しかし、8回裏の攻撃でマルテ選手が2点本塁打を放ち土壇場で延長戦に持ち込む粘り強さを発揮。延長戦は両チ				　
　鈴木選手は6月16日（日）ＺＯＺＯマリンスタジアムで行われた対中日ドラゴンズ2回戦、2対7で迎えた9回裏、4点を返し1点差に詰め寄った2死満塁の場面で、右前へ逆転のサヨナラ安打を放ち、8対7という劇的なサヨナラ勝利を収めた。
この試合、千葉ロッテは7回表までに0対5とリードを許す苦しい展開だったが、7回裏に鈴木選手のソロ本塁打で反撃開始。再び5点差の2対7で迎えた9回裏の先頭打者も鈴木選手だった。ここで放った自身プロ入り2度目となる2打席連続の本塁打が歴史的逆転勝利の始まりとなった。その後、千葉ロッ





過去の受賞選手(年間賞)

				スカパー！ドラマティック・サヨナラ賞(年間賞)　過去の受賞選手 ショウネンカンショウカコジュショウセンシュ

				年度 ネンド		セントラル・リーグ		パシフィックリーグ

				2009		亀井　義行(読売ジャイアンツ) カメイヨシユキヨミウリ		井口　資仁(千葉ロッテマリーンズ) イグチタダヒトチバ

						　
　亀井選手は、4月25日（土）の対中日5回戦（東京ドーム）、2対4と巨人2点ビハインドで迎えた
9回裏、無死1・2塁で代打として登場。初球をバックスクリーン右へサヨナラホームランを放ちました。
亀井選手の一打は、今シーズン両リーグを通じて唯一の「代打逆転」サヨナラホームランとなりました。
　なお、亀井選手は8月4日（火）の対広島13回戦（旭川）、8月8日（土）の対東京ヤクルト12回戦（東京ドーム）でもサヨナラ本塁打を放ち、シーズン3本のサヨナラ本塁打を記録しました。		　
　井口選手は、4月16日（木）の対東北楽天3回戦（千葉マリン）、7対7の10回裏、1死1・3塁から3番・西岡選手が敬遠四球で迎えた満塁の場面で、左翼席中段へのサヨナラホームランを放ちました。
井口選手のこの一打は、今シーズン両リーグを通じて唯一のサヨナラ「満塁」ホームランとなりました。
　なお、井口選手は4月30日（木）の対オリックス6回戦（千葉マリン）でもサヨナラ本塁打を記録しました。

				2010		天谷　宗一郎(広島東洋カープ) アマヤソウイチロウヒロシマトウヨウ		小久保　裕紀(福岡ソフトバンクホークス) コクボヒロキフクオカ

						　天谷選手は、8月27日（金）の対巨人18回戦（マツダスタジアム）、6対7と広島1点ビハインドの11回裏、2死1・2塁の場面で、右翼席にサヨナラホームランを放ちました。
 　この試合は、9回裏に3対5とリードされていた広島が2点を取り同点に。延長11回表にふたたび2点リードされますが、その裏に1点差まで詰め寄った後、天谷選手が逆転サヨナラ3ランを放つという、スリリングでドラマティックな展開でした。
　なお、天谷選手は8月17日（火）の対ヤクルト14回戦（マツダスタジアム）でも同点の10回裏に2死1・2塁		　小久保選手は、9月18日（土）の対埼玉西武22回戦（福岡ヤフードーム）、7対7の11回裏、2死1塁から左中間スタンドへサヨナラホームランを放ちました。
 　この勝利で勢いに乗った福岡ソフトバンクは翌日、翌々日の同カードでも連勝し、首位・埼玉西武に0.5ゲーム差まで肉迫。その後も白星を重ね、「シーズン残り6試合、3.5ゲーム差からの逆転優勝」を成し遂げました。小久保選手の一打は、球史に残る逆転劇の起点となりました。

				2011		長野　久義(読売ジャイアンツ) ナガノヒサヨシヨミウリ		松田　宣浩(福岡ソフトバンクホークス) マツダセンヒロシフクオカ

						　
　長野選手は、10月22日（土）の対横浜24回戦（東京ドーム）、1対2と巨人1点ビハインドの9回裏、無死満塁の場面で代打として出場、右翼席に逆転サヨナラホームランを放ちました。
 　代打満塁逆転サヨナラ本塁打はプロ野球史上10年ぶり8人目、読売球団としては1971年5月20日の広野功選手以来40年ぶり3人目という、まさにドラマティックな一打でした。 また、長野選手のこの本塁打はセ・リーグでの満塁本塁打通算1,000本目という、歴史的な一打でもありました。
 　なお、この試合は読売球団のレギュラーシーズ		　
　松田選手は、4月17日（土）の対埼玉西武3回戦（ヤフードーム）、8対8で迎えた9回裏、2死二塁から左中間スタンドへサヨナラホームランを放ちました。
 　この試合はプロ野球史上6度目、パ・リーグ史上3度目の両チーム毎回安打（福岡ソフトバンク12安打、埼玉西武17安打）を記録する打撃戦となり、本塁打も両チーム計5本を数えました。
 　福岡ソフトバンクにとっては、試合序盤に松田選手のシーズン第1号本塁打などで得た最大5点のリードを、9回表に追いつかれる苦しい展開となりました。 松田選手のこの日2本目の本塁

				2012		和田　一浩(中日ドラゴンズ) ワダイチヒロシチュウニチ		中田　翔(北海道日本ハムファイターズ) ナカタショウホッカイドウニッポン

						　
　和田選手は、6月8日（金）の対東北楽天3回戦（ナゴヤドーム）、1対2と1点ビハインドで迎えた9回裏、一死二塁の場面で左翼席に劇的な逆転サヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、チームは3回から8回まで無安打という重苦しい試合展開の中、相手球団は1点リードを死守すべく9回から抑え投手を投入し逃げ切りを図りましたが、その作戦を打ち砕き、チームの連敗を「4」で止めるとともに、リーグ首位を奪還する起死回生のサヨナラ打となりました。
 　和田選手の一打は自身4本目のサヨナラ本塁打で、「逆転」は初となります。		　
　中田選手は、4月15日（日）の対東北楽天3回戦（札幌ドーム）、3対3の同点で迎えた9回裏、レフトスタンドへ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、チームは3対1と2点リードで迎えた9回表に2点本塁打を浴び同点とされましたが、その直後の9回裏に中田選手が先頭打者で打席に入ると、6球目をライナーでレフトスタンドに運びました。
 　この一打は、同点に追いつかれたチームを救う起死回生の一発となると同時に、この打席まで16打席ノーヒット、打率も1割を切る状態の中田選手にとっても大きなサヨナラ本塁打と

				2013		長野　久義(読売ジャイアンツ) ナガノヒサヨシヨミウリ		浅村　栄斗(埼玉西武ライオンズ) アサムラエイトサイタマセイブ

						　
　長野選手は、8月29日（木）東京ドームで行われた対阪神20回戦、2対2の同点で迎えた延長10回裏の先頭打者として打席に入ると、1ボールからの2球目を強振、左翼席に弾丸ライナーで飛び込むサヨナラ本塁打を放ちました。
 　大事な首位攻防戦を連勝して迎えたこの試合、チームは相手エースに終盤まで抑え込まれていましたが、8回、9回に1点ずつ取る粘りで延長戦に持ち込み、長野選手の一打へつなげました。優勝を争う首位攻防3連戦を3連勝で締めくくり、リーグ優勝を大きく引き寄せる貴重な一打となりました。
 　なお、長野		　
　浅村選手は、8月7日（水）西武ドームで行われた対北海道日本ハム16回戦、4対6で2点を追う9回裏、二死一、二塁、2ボール1ストライクから、右翼席へ逆転サヨナラ3点本塁打を放ちました。
 　この試合は7回まで北海道日本ハムが3度リードし、埼玉西武が3度追いつく展開。8回に2点のリードを許した埼玉西武は、9回裏一死から粘りを見せ、浅村選手の一打へつなげました。 敗れれば3位転落というチームの窮地を救う劇的な一打でした。
 　また、浅村選手は5月31日の対東京ヤクルト戦でもサヨナラ本塁打を放っており、埼玉

				2014		福留　孝介(阪神タイガース) フクドメコウスケハンシン		松田　宣浩(福岡ソフトバンクホークス) マツダセンヒロシフクオカ

						　
　福留選手は、7月22日（火）甲子園球場で行われた対読売ジャイアンツ14回戦、2対2の同点で迎えた延長12回裏、二死走者なしの場面でライトスタンドにサヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、阪神は1点を追う6回に一度は逆転したが、9回表に本塁打で同点とされ、延長に入りました。そして引分終了目前の場面で福留選手が放った一打が、首位攻防3連戦の勝ち越しを決めました。また、この試合を勝利に導いたことが、シーズン終盤までもつれたレギュラーシーズンの順位争いにおいても、最終的にチームが2位となる大きな原動力と		　
　松田選手は、10月2日（木）福岡ヤフオク!ドームで行われた対オリックス・バファローズ24回戦、1対1の同点で迎えた延長10回裏、一死満塁の場面で打席に入ると、1ボール2ストライクからの4球目にレフトオーバーのサヨナラ安打を放ちました。
 　チームのレギュラーシーズン最終戦、勝てば優勝が決まる2位・オリックスとの直接対決となったこの試合は同点のまま延長に入りましたが、松田選手の劇的な一打により、福岡ソフトバンクホークスが3年ぶり16度目のリーグ優勝を決めました。チームの最終戦でサヨナラ勝ちでの自力優勝

				2015		雄平(東京ヤクルトスワローズ) ユウヘイトウキョウ		柳田　悠岐(福岡ソフトバンクホークス) ヤナギタユウキフクオカ

						　
　雄平選手は、10月2日（金）明治神宮球場で行われた対阪神タイガース25回戦、1対1の同点で迎えた延長11回裏、二死一、三塁の場面で一塁線を破るサヨナラ安打を放ちました。
勝つか引き分けで優勝が決まるこの試合。東京ヤクルトは初回に1点を先制したものの、 8回に同点とされ試合は延長に入りました。CS進出へ向け負けられない阪神も先発要員の能見投手を10回からリリーフで投入しますが、最後は雄平選手の劇的な一打により、東京ヤクルトスワローズが14年ぶり7度目のリーグ優勝を決めました。　 エンチョウ		　
　柳田選手は、8月11日（火）福岡ヤフオク!ドームで行われた対オリックス・バファローズ17回戦、9回裏、4対6とオリックスにリードされて迎えた、二死一、二塁の場面で、右中間スタンドへ逆転サヨナラ3点本塁打を放ちました。
この回、4点を追う福岡ソフトバンクは、二死満塁から中村選手の2点適時打で追い上げ、直後に柳田選手の豪快な一打が飛び出し、逆転勝利を収めました。逆転サヨナラ3点本塁打は今シーズンのＮＰＢではこの１本のみです。　
　なお、柳田選手は5月5日（火）福岡ヤフオク!ドームで行われた対千葉ロッテマ

				2016		鈴木　誠也(広島東洋カープ) スズキセイヤヒロシマトウヨウ		吉村　裕基(福岡ソフトバンクホークス) ヨシムラユウキフクオカ

						　
　鈴木選手は、6月18日（土）マツダスタジアムで行われた対オリックス・バファローズ２回戦、1対3で迎えた9回裏、一死一、三塁の場面で、左翼席へサヨナラ逆転本塁打を放ちました。
　広島は、6回まで1対0とリードしていましたが、先発・岡田投手が7回に連打と四球で逆転を許します。1対3とリードを広げられ迎えた9回裏、一発サヨナラの場面で鈴木選手に打席が回ると、1ボール2ストライクと追い込まれてからの４球目、相手投手のフォークを左翼席に運び、チームを劇的な勝利に導きました。
鈴木選手は、前日の試合でもサヨナラ		　
　吉村選手は、4月17日（日）福岡 ヤフオク!ドームでの対東北楽天ゴールデンイーグルス5回戦、7対7の同点で迎えた延長12回裏、無死一塁から左中間スタンドへサヨナラ2点本塁打を放ちました。
　この日の福岡ソフトバンクは初回に先制され、一時は逆転に成功したものの、6回表に5点を奪われるなど、3対7とリードを許して9回裏を迎えました。4点を追うチームは二死二塁から内川選手の適時打で1点を返すと、松田選手が安打でつなぎ、二死一、二塁から代打で登場した吉村選手が今シーズン初安打となる同点3点本塁打を放ち、延長

				2017		宮﨑　敏郎(横浜ＤｅＮＡベイスターズ) ミヤザキトシロウヨコハマ		栗山　巧(埼玉西武ライオンズ) クリヤマタクミサイタマセイブ

						　
　宮﨑選手は、８月２２日（火）横浜スタジアムで行われた対広島東洋カープ１８回戦、５対５で迎えた９回裏無死走者なしの場面で打席に立ち、左中間へ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。
　この試合は、横浜DeNAが、初回に先取点を挙げるものの投手陣が８回までに５失点し、８回を終わって２対５と３点のビハインドのまま９回の攻撃に入ります。９回裏、先頭の柴田選手が安打で出塁し、続く筒香選手が２点本塁打を放ち１点差に迫ると、続くロペス選手にもソロ本塁打が飛び出し、試合を一気に振り出しに戻します。２者連続本塁打の同点で観		　
　栗山選手は、８月１７日（木）メットライフドームで行われた対東北楽天ゴールデンイーグルス１８回戦、０対０で迎えた９回裏二死一、二塁の場面で代打で出場し、左翼席へ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。この試合は、埼玉西武・菊池、東北楽天・安樂の両先発投手の好投で終盤まで両チーム無得点。東北楽天は、継投で8回まで無失点で切り抜け、菊池投手も９回を被安打２、無失点で投げ抜き、９回裏を迎えました。埼玉西武は二死無走者から、外崎選手の二塁打、炭谷選手の死球で好機を作ると、代打・栗山選手が２ボール１ストライクからの４

				2018		下水流　昂(広島東洋カープ) シタスイリュウコウヒロシマトウヨウ		森　友哉(埼玉西武ライオンズ) モリトモヤサイタマセイブ

						　
　下水流選手は、７月２０日（金）マツダスタジアムで行われた対読売１４回戦、１０回裏８対９で迎えた場面で右翼席へ逆転サヨナラ２点本塁打を放ちました。この試合は広島東洋が序盤に７点をリードする展開。しかし、４回表と５回表に３点本塁打を浴び、リードは瞬く間に１点に。６回裏に追加点を挙げ２点差とするが、７回表に２点適時打を浴び、ついに８対８の同点に追いつかれ試合は延長戦に突入します。７点差から追いつき勢いに乗る読売は延長１０回表、４番岡本選手の本塁打で１点勝ち越し。この試合初めて追う展開となった広島東洋はその		　
　森選手は、４月１８日（水）メットライフドームで行われた対北海道日本ハムファイターズ５回戦、７対８で迎えた９回裏、無死満塁の場面で右中間へ逆転サヨナラ二塁打を放ちました。この日の試合は７回を終えて北海道日本ハムが５対０とリード。北海道日本ハムは８回表にも３点を追加しリードを８点に広げます。しかし８回裏、埼玉西武ライオンズは先頭からの連打を足掛かりに、二者連続押し出し四球、さらに３安打を集中させ一挙７得点をあげ、７対８と１点差に追い上げます。９回裏は、源田選手、浅村選手の連打と山川選手の四球で満塁のチャ





過去の受賞選手(月間賞)

				スカパー！サヨナラ賞(月間賞)　過去の受賞選手 ショウゲッカンショウカコジュショウセンシュ

						２０１２年度 ネンド								２０１３年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		中村紀洋(横浜ＤｅＮＡ) ナカムラノリヒロヨコハマ		田中賢介(北海道日本ハム) タナカケンスケホッカイドウニッポン				3、4月 ガツ		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		松田宣浩(福岡ソフトバンク) マツダセンヒロシフクオカ

				5月 ガツ		森野将彦(中日) モリノマサヒコチュウニチ		バルディリス(オリックス)				5月 ガツ		畠山和洋(東京ヤクルト) ハタケヤマカズヒロトウキョウ		浅村栄斗(埼玉西武) アサムラエイトサイタマセイブ

				6月 ガツ		和田一浩(中日) ワダイチヒロシチュウニチ		ホフパワー(北海道日本ハム) ホッカイドウニッポン				6月 ガツ		マートン(阪神) ハンシン		高橋信二(オリックス) タカハシシンジ

				7月		石原慶幸(広島東洋) イシハラヨシユキヒロシマトウヨウ		枡田慎太郎(東北楽天) マスダシンタロウトウホクラクテン				7月		丸佳浩(広島東洋) マルヨシヒロヒロシマトウヨウ		嶋基宏(東北楽天) シマモトヒロトウホクラクテン

				8月		阿部慎之助(巨人) アベシンノスケキョジン		柳田悠岐(福岡ソフトバンク) ヤナギタユウキフクオカ				8月		長野久義(巨人) ナガノヒサヨシキョジン		浅村栄斗(埼玉西武) アサムラエイトサイタマセイブ

				9月		新井良太(阪神) アライリョウタハンシン		松井稼頭央(東北楽天) マツイカセアタマトウホクラクテン				9月		石原慶幸(広島東洋) イシハラヨシユキヒロシマトウヨウ		片岡治大(埼玉西武) カタオカオサオオサイタマセイブ

						２０１４年度 ネンド								２０１５年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		エルドレッド(広島東洋) ヒロシマトウヨウ		ジョーンズ(東北楽天) トウホクラクテン				3、4月 ガツ		平田良介(中日) ヒラタリョウスケチュウニチ		松田宣浩(福岡ソフトバンク) マツダセンヒロシフクオカ

				5月 ガツ		梵英心(広島東洋) ボンエイココロヒロシマトウヨウ		加藤翔平(千葉ロッテ) カトウショウヘイチバ				5月 ガツ		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		中川大志(東北楽天) ナカガワタイシトウホクラクテン

				6月 ガツ		嶺井博希(横浜ＤｅＮＡ) ミネイヒロノゾミヨコハマ		今宮健太(福岡ソフトバンク) イマミヤケンタフクオカ				6月 ガツ		井端弘和(巨人) イバタヒロカズキョジン		吉田裕太(千葉ロッテ) ヨシダユウタチバ

				7月		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		斉藤彰吾(埼玉西武) サイトウショウゴサイタマセイブ				7月		藤井淳志(中日) フジイアツシココロザシチュウニチ		中村剛也(埼玉西武) ナカムラゴウナリサイタマセイブ

				8月		ロペス(巨人) キョジン		田村龍弘(千葉ロッテ) タムラリュウヒロシチバ				8月		坂本勇人(巨人) サカモトハヤトキョジン		柳田悠岐(福岡ソフトバンク) ヤナギタユウキフクオカ

				9月		ブランコ(横浜ＤｅＮＡ) ヨコハマ		松井稼頭央(東北楽天) マツイカセアタマトウホクラクテン				9月		中村悠平(東京ヤクルト) ナカムラユウヘイトウキョウ		レアード(北海道日本ハム) ホッカイドウニッポン

						２０１６年度 ネンド								２０１７年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		杉山翔大 （中日）		吉村裕基 （福岡ソフトバンク） フクオカ				3、4月 ガツ		鵜久森淳志（東京ヤクルト） トウキョウ		聖澤諒（東北楽天） トウホク

				5月 ガツ		坂本勇人 （巨人）		井口資仁 （千葉ロッテ） チバ				5月 ガツ		荒木貴裕（東京ヤクルト） トウキョウ		駿太（オリックス）

				6月 ガツ		鈴木誠也（広島東洋） トウヨウ		Ｂ．レアード（北海道日本ハム） ホッカイドウ				6月 ガツ		亀井善行（巨人）		福田秀平（福岡ソフトバンク） フクオカ

				7月		筒香嘉智(横浜ＤｅＮＡ) ヨコハマ		Ｂ．レアード（北海道日本ハム） ホッカイドウ				7月		大松尚逸（東京ヤクルト） トウキョウ		Ｊ．アマダ―（東北楽天） トウホク

				8月		脇谷亮太（巨人）		森友哉（埼玉西武） サイタマセイブ				8月		宮﨑敏郎（横浜ＤｅＮＡ） ヨコハマ		栗山 巧（埼玉西武） サイタマ

				9月		ギャレット（巨人）		細谷圭（千葉ロッテ） チバ				9、10月		安部友裕（広島東洋） トウヨウ		Ａ.デスパイネ（福岡ソフトバンク） フクオカ

						２０１８年度 ネンド								２０１９年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		下水流昂（広島東洋） シタミズリュウコウヒロシマトウヨウ		森友哉（埼玉西武） モリトモヤサイタマセイブ				3、4月 ガツ		青木宣親（東京ヤクルト） アオキノリチカトウキョウ		中田翔（北海道日本ハム） ナカタショウホッカイドウニホン

				5月 ガツ		山下幸輝（横浜ＤｅＮＡ） ヤマシタコウキヨコハマ		清田育宏（千葉ロッテ） キヨタイクヒロチバ				5月 ガツ		髙山俊（阪神） タカヤマシュンハンシン		辰己涼介（東北楽天） タツミリョウスケトウホクラクテン

				6月 ガツ		山田哲人（東京ヤクルト） ヤマダテツトトウキョウ		上林誠知（福岡ソフトバンク） ウエバヤシセイジフクオカ				6月 ガツ		原口文仁（阪神） ハラグチフミヒトハンシン		鈴木大地（千葉ロッテ） スズキダイチチバ

				7月		下水流昂（広島東洋） シタミズリュウコウヒロシマトウヨウ		山下斐紹（東北楽天） ヤマシタアヤジョウトウホク				7月		Ｙ．ソラーテ（阪神） ハンシン		中村剛也（埼玉西武） ナカムラタケヤサイタマセイブ

				8月		鈴木誠也（広島東洋） スズキセイヤヒロシマトウヨウ		Y.グラシアル（福岡ソフトバンク） フクオカ				8月		石川慎吾（巨人） イシカワシンゴキョジン		清田育宏（千葉ロッテ） キヨタイクヒロチバ

				9、10月		上田剛史（東京ヤクルト） ウエダタケシトウキョウ		中島宏之（オリックス） ナカジマヒロユキ				9月		Ｎ．ソト（横浜ＤｅＮＡ） ヨコハマ		Ｅ．メヒア（埼玉西武） サイタマセイブ
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☆パ・リーグ　本塁打によるサヨナラ　７試合

月日 サヨナラ打者 所属 対戦相手 最終スコア
決勝打

(丸数字は打点)
イニング

直前
スコア

走者 個人回数

2死1塁 ①

10回 2-2 1死1・2塁 ①

9回 2-2

左中本③

6 9月4日 田村 千葉ロッテ 北海道日本ハム 4ｘ-2 左越本②

5 8月27日 ブラッシュ 東北楽天 千葉ロッテ 5ｘ-2

4ｘ-2 左越本② 11回 2-2 1死1塁 ②

左越本① 11回 4-4 1死無走者 ②

4 8月6日 清田 千葉ロッテ 福岡ソフトバンク

10回 0-0 無死2・3塁 ①

3 7月19日 中村 埼玉西武 オリックス 5ｘ-4

3-3 1死満塁 ①

2 4月25日 明石 福岡ソフトバンク オリックス 3ｘ-0 右越本③

5ｘ-3

1 3月29日 中田 北海道日本ハム オリックス 7x-3 左中本④ 10回

左越本② 9回 3-3 1死1塁 ②7 9月20日 メヒア 埼玉西武 東北楽天


セ・リーグ 

		

				２０１９セントラル・リーグレギュラーシーズン公式戦　サヨナラ試合一覧(全４２試合) コウシキセンシアイイチランゼンシアイ

				☆セ・リーグ　本塁打によるサヨナラ　１２試合 ホンルイダシアイ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,561		青木 アオキ		東京ヤクルト トウキョウ		中日 チュウニチ		4ｘ-3		左越本① ヒダリコエホン		12回 カイ		3-3		2死無走者 シムソウシャ		①

				2		43,590		福留 フクトメ		阪神 ハンシン		横浜DeNA ヨコハマ		7ｘ-5		右越本② ミギコエホン		9回 カイ		5-5		2死1塁 シルイ		①

				3		43,600		鈴木 スズキ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		東京ヤクルト トウキョウ		9ｘ-7		中越本② ナカコエホン		10回 カイ		7-7		1死1塁 シルイ		①

				4		43,614		髙山 タカヤマ		阪神 ハンシン		巨人 キョジン		8ｘ-4		右越本④ ミギコエホン		12回 カイ		4-4		１死満塁 シマンルイ		①

				5		43,669		安部 アベ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		6ｘ-5		左越本① ヒダリコエホン		10回 カイ		5-5		無死無走者 ムシムソウシャ		①

				6		43,676		ソラーテ		阪神 ハンシン		中日 チュウニチ		7ｘ-6		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		5-6		無死1塁 ムシルイ		①

				7		43,687		大山 オオヤマ		阪神 ハンシン		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		6ｘ-5		右越本③ ミギコエホン		9回 カイ		3-5		無死1・2塁 ムシルイ		②

				8		43,689		村上 ムラカミ		東京ヤクルト トウキョウ		横浜DeNA ヨコハマ		5ｘ-4		中越本② ナカゴホン		9回 カイ		3-4		無死1塁 ムシルイ		①

				9		43,701		石川 イシカワ		巨人 キョジン		横浜DeNA ヨコハマ		8ｘ-6		中越本② ナカコエホン		11回 カイ		6-6		無死2塁 ムシルイ		①

				10		43,712		山田哲 ヤマダテツ		東京ヤクルト トウキョウ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		11ｘ-7		左越本④ ヒダリコエホン		9回 カイ		7-7		2死満塁 シマンルイ		②

				11		43,712		筒香 ツツゴウ		横浜DeNA ヨコハマ		阪神 ハンシン		7ｘ-5		右越本② ミギコエホン		10回 カイ		5-5		1死1塁 シルイ		①

				12		43,727		ソト		横浜DeNA ヨコハマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		11ｘ-8		左中本③ ヒダリナカホン		11回 カイ		8-8		無死1・2塁 ムシルイ		①

				☆セ・リーグ　本塁打以外のサヨナラ　３０試合 ホンルイダイガイシアイ

				サヨナラ打者 ダシャ				月日 ツキヒ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,553		-		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		2x-1		暴投 ボウトウ		11回 カイ		1-1		1死3塁 シルイ		-

				2		43,555		佐野 サノ		横浜DeNA ヨコハマ		中日 チュウニチ		3x-2		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		2-2		1死1・3塁 シルイ		①

				3		43,558		山田哲 ヤマダテツ		東京ヤクルト トウキョウ		横浜DeNA ヨコハマ		5x-4		四球① シキュウ		9回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				4		43,574		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		横浜DeNA ヨコハマ		2x-1		中越安① ナカコエアン		10回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		①

				5		43,578		小窪 コクボ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		3x-2		右前安① ミギマエアン		9回 カイ		2-2		2死満塁 シマンルイ		①

				6		43,588		大山 オオヤマ		阪神 ハンシン		横浜DeNA ヨコハマ		2ｘ-1		中越2① ナカコエ		10回 カイ		1-1		2死1塁 シルイ		①

				7		43,589		バティスタ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		3ｘ-2		左越安① ヒダリコエアン		10回 カイ		2-2		2死2塁 シルイ		①

				8		43,608		糸原 イトハラ		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		1ｘ-0		右越安① ミギコエアン		9回 カイ		0-0		1死満塁 シマンルイ		①

				9		43,616		野間 ノマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		阪神 ハンシン		2ｘ-1		右越安① ミギコエアン		11回 カイ		1-1		2死1・2塁 シルイ		①

				10		43,617		坂本勇 サカモトユウ		巨人 キョジン		中日 チュウニチ		6ｘ-5		右越安① ミギコエアン１		9回 カイ		5-5		2死2塁 シルイ		①

				11		43,625		原口 ハラグチ		阪神 ハンシン		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		4ｘ-3		中前安① ナカマエアン		9回 カイ		3-3		2死2・3塁 シルイ		①

				12		43,635		大和 ヤマト		横浜DeNA ヨコハマ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		7ｘ-6		左中2① ヒダリナカ		9回 カイ		6-6		1死2塁 シルイ		①

				13		43,636		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		千葉ロッテ チバ		7ｘ-6		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		6-6		2死満塁 シマンルイ		②

				14		43,637		大和 ヤマト		横浜DeNA ヨコハマ		東北楽天 トウホクラクテン		3ｘ-2		右越2① ミギコエ		9回 カイ		2-2		2死2塁 シルイ		②

				15		43,645		宮﨑 ミヤザキ		横浜DeNA ヨコハマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		2ｘ-1		中前安① ナカマエアン		10回 カイ		1-1		2死満塁 シマンルイ		①

				16		43,646		-		中日 チュウニチ		阪神 ハンシン		1ｘ-0		暴投 ボウトウ		11回 カイ		0-0		2死1・3塁 シルイ		-

				17		43,649		-		巨人 キョジン		中日 チュウニチ		7ｘ-6		三犠失 サンギシツ		9回 カイ		6-6		無死2塁 ムシルイ		-

				18		43,662		アルモンテ		中日 チュウニチ		阪神 ハンシン		3ｘ-2		四球① シキュウ		9回 カイ		2-2		1死満塁 シマンルイ		①

				19		43,666		近本 チカモト		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		4ｘ-3		左犠飛① ヒダリギヒ		9回 カイ		3-3		1死3塁 シルイ		①

				20		43,667		鈴木 スズキ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		右前安① ミギマエアン		10回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		②

				21		43,669		重信 シゲノブ		巨人 キョジン		東京ヤクルト トウキョウ		6ｘ-5		左越2① ヒダリコエ		9回 カイ		5-5		無死1・2塁 ムシルイ		①

				22		43,677		宮﨑 ミヤザキ		横浜DeNA ヨコハマ		東京ヤクルト トウキョウ		4ｘ-3		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		②

				23		43,686		亀井 カメイ		巨人 キョジン		東京ヤクルト トウキョウ		10ｘ-9		左犠飛① ヒダリギヒ		10回 カイ		9-9		1死満塁 シマンルイ		①

				24		43,687		乙坂 オトサカ		横浜DeNA ヨコハマ		中日 チュウニチ		5ｘ-4		右犠飛① ミギギヒ		9回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				25		43,690		磯村 イソムラ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		左犠飛① ヒダリギヒ		11回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		①

				26		43,697		三好 ミヨシ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		東京ヤクルト トウキョウ		9ｘ-8		中前安① ナカマエアン		9回 カイ		8-8		2死2塁 シルイ		①

				27		43,705		山本 ヤマモト		横浜DeNA ヨコハマ		東京ヤクルト トウキョウ		7ｘ-6		右前安① ミギマエアン		12回 カイ		6-6		2死満塁 シマンルイ		①

				28		43,720		堂林 ドウバヤシ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		3ｘ-2		左越安① ヒダリコエアン		9回 カイ		2-2		1死1・2塁 シルイ		①

				29		43,731		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		4ｘ-3		中前安① ナカマエアン		10回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		③

				30		43,736		太田 オオタ		東京ヤクルト トウキョウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		右線安① ミギセンアン		10回 カイ		1-1		2死2塁 シルイ		①





パ・リーグ

		

				２０１９パシフィック・リーグレギュラーシーズン公式戦　サヨナラ試合一覧(全３５試合) コウシキセンシアイイチランゼンゴウ

				☆パ・リーグ　本塁打によるサヨナラ　７試合 ホンルイダシアイ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,553		中田 ナカタ		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		オリックス		7x-3		左中本④ ヒダリナカホン		10回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		①

				2		43,580		明石 アカシ		福岡ソフトバンク フクオカ		オリックス		3ｘ-0		右越本③ ミギコエホン		10回 カイ		0-0		無死2・3塁 ムシルイ		①

				3		43,665		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		オリックス		5ｘ-4		左越本① ヒダリコエホン		11回 カイ		4-4		1死無走者 シムソウシャ		②

				4		43,683		清田 キヨタ		千葉ロッテ チバ		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-2		左越本② ヒダリコエホン		11回 カイ		2-2		1死1塁 シルイ		②

				5		43,704		ブラッシュ		東北楽天 トウホクラクテン		千葉ロッテ チバ		5ｘ-2		左中本③ ヒダリナカホン		10回 カイ		2-2		1死1・2塁 シルイ		①

				6		43,712		田村 タムラ		千葉ロッテ チバ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		4ｘ-2		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		2-2		2死1塁 シルイ		①

				7		43,728		メヒア		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		5ｘ-3		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		3-3		1死1塁 シルイ		②

				☆パ・リーグ　本塁打以外のサヨナラ　２８試合 ホンルイダイガイシアイ

				サヨナラ打者 ダシャ				月日 ツキヒ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,553		デスパイネ		福岡ソフトバンク フクオカ		埼玉西武 サイタマセイブ		5x-4		左越安① ヒダリコエアン		11回 カイ		4-4		無死1・2塁 ムシルイ		①

				2		43,564		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		オリックス		5x-4		右前安① ミギマエアン		10回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				3		43,567		-		埼玉西武 サイタマセイブ		オリックス		1x-0		失策 シッサク		9回 カイ		0-0		1死1・2塁 シルイ		-

				4		43,571		ウィーラー		東北楽天 トウホクラクテン		埼玉西武 サイタマセイブ		5x-4		中犠飛① ナカギヒ		10回 カイ		4-4		無死満塁 ムシマンルイ		①

				5		43,580		杉谷 スギヤ		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		東北楽天 トウホクラクテン		6ｘ-5		左越安① ヒダリコエアン		12回 カイ		5-5		2死満塁 シマンルイ		①

				6		43,587		伏見 フシミ		オリックス		千葉ロッテ チバ		2ｘ-1		左前安① ヒダリマエアン		10回 カイ		1-1		2死2塁 シルイ		①

				7		43,588		デスパイネ		福岡ソフトバンク フクオカ		東北楽天 トウホクラクテン		12ｘ-11		中前安① ナカマエアン		12回 カイ		11-11		1死満塁 シマンルイ		②

				8		43,589		金子侑 カネコユウ		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		7ｘ-6		中前安① ナカマエアン		11回 カイ		6-6		2死2塁 シルイ		①

				9		43,593		辰己 タツミ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		8ｘ-7		中越2② ナカコエ		9回 カイ		6-7		1死満塁 シマンルイ		①

				10		43,594		銀次 ギンジ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-3		右前安① ミギマエアン		9回 カイ		3-3		無死1・2塁 ムシルイ		①

				11		43,600		ウィーラー		東北楽天 トウホクラクテン		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		9ｘ-8		右犠飛① ミギギヒ		11回 カイ		8-8		1死1・3塁 シルイ		②

				12		43,607		小田 オダ		オリックス		千葉ロッテ チバ		5ｘ-4		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		4-4		2死満塁 シマンルイ		①

				13		43,617		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		埼玉西武 サイタマセイブ		8ｘ-7		左前安① ヒダリマエアン		10回 カイ		7-7		2死1・2塁 シルイ		②

				14		43,620		大田 オオタ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		東京ヤクルト トウキョウ		7ｘ-6		中犠飛① ナカギヒ		10回 カイ		6-6		1死2・3塁 シルイ		①

				15		43,620		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		5ｘ-4		左前安① ヒダリマエアン		12回 カイ		4-4		無死満塁 ムシマンルイ		①

				16		43,629		ロメロ		オリックス		中日 チュウニチ		6ｘ-5		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		5-5		2死2・3塁 シルイ		①

				17		43,631		ロメロ		オリックス		阪神 ハンシン		3ｘ-2		左犠飛① ヒダリギヒ		9回 カイ		2-2		1死2・3塁 シルイ		②

				18		43,632		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		中日 チュウニチ		8ｘ-7		右前安② ミギマエアン		9回 カイ		6-7		2死満塁 シマンルイ		③

				19		43,648		大城 オオシロ		オリックス		千葉ロッテ チバ		6ｘ-5		遊安① ユウアン		10回 カイ		5-5		1死満塁 シマンルイ		①

				20		43,654		栗原 クリハラ		福岡ソフトバンク フクオカ		埼玉西武 サイタマセイブ		8ｘ-7		中犠飛① ナカギヒ		12回 カイ		7-7		1死満塁 シマンルイ		①

				21		43,674		-		埼玉西武 サイタマセイブ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		8ｘ-7		遊ゴ失 ユウシツ		10回 カイ		7-7		1死1塁 シルイ		-

				22		43,674		清田 キヨタ		千葉ロッテ チバ		東北楽天 トウホクラクテン		4ｘ-3		右越安① ミギコエアン		9回 カイ		3-3		無死満塁 ムシマンルイ		①

				23		43,678		マーティン		千葉ロッテ チバ		オリックス		7ｘ-6		四球① シキュウ		12回 カイ		6-6		1死満塁 シマンルイ		①

				24		43,689		渡邊佳 ワタナベケイ		東北楽天 トウホクラクテン		オリックス		3ｘ-2		右線2① ミギセン		10回 カイ		2-2		2死1塁 シルイ		①

				25		43,692		銀次 ギンジ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-3		右前安① ミギマエアン		11回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		②

				26		43,701		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		6ｘ-5		左線2① ヒダリセン		10回 カイ		5-5		2死1・2塁 シルイ		③

				27		43,722		メヒア		埼玉西武 サイタマセイブ		千葉ロッテ チバ		4ｘ-3		中2① ナカ		10回 カイ		3-3		1死1塁 シルイ		①

				28		43,723		-		埼玉西武 サイタマセイブ		千葉ロッテ チバ		6ｘ-5		左飛失 ヒダリトシツ		11回 カイ		5-5		2死無走者 シムソウシャ		-





両リーグ候補プレー

				２０１９スカパー！ドラマティック・サヨナラ賞（年間大賞）　有力候補プレー ショウネンカンタイショウユウリョクコウホ

				セントラル・リーグ				パシフィック・リーグ

				髙山　俊(阪神タイガース) タカヤマシュンハンシン				鈴木　大地(千葉ロッテマリーンズ) スズキダイチチバ

				　
　髙山選手は、5月29日（水）阪神甲子園球場で行われた対読売ジャイアンツ9回戦、4対4で迎えた延長12回裏最終回の攻撃、1死満塁の一打サヨナラのチャンスに代打で登場。読売8番手の池田投手から、右翼席へ劇的な代打サヨナラ満塁本塁打を放った。
この試合、阪神は3点のビハインドで迎えた5回裏、上本選手の右中間二塁打で2点を返し1点差に迫るも、8回表にソロ本塁打により再び2点差に広げられ終始追う展開が続いた。しかし、8回裏の攻撃でマルテ選手が2点本塁打を放ち土壇場で延長戦に持ち込む粘り強さを発揮。延長戦は両チ				　
　鈴木選手は6月16日（日）ＺＯＺＯマリンスタジアムで行われた対中日ドラゴンズ2回戦、2対7で迎えた9回裏、4点を返し1点差に詰め寄った2死満塁の場面で、右前へ逆転のサヨナラ安打を放ち、8対7という劇的なサヨナラ勝利を収めた。
この試合、千葉ロッテは7回表までに0対5とリードを許す苦しい展開だったが、7回裏に鈴木選手のソロ本塁打で反撃開始。再び5点差の2対7で迎えた9回裏の先頭打者も鈴木選手だった。ここで放った自身プロ入り2度目となる2打席連続の本塁打が歴史的逆転勝利の始まりとなった。その後、千葉ロッ





過去の受賞選手(年間賞)

				スカパー！ドラマティック・サヨナラ賞(年間賞)　過去の受賞選手 ショウネンカンショウカコジュショウセンシュ

				年度 ネンド		セントラル・リーグ		パシフィックリーグ

				2009		亀井　義行(読売ジャイアンツ) カメイヨシユキヨミウリ		井口　資仁(千葉ロッテマリーンズ) イグチタダヒトチバ

						　
　亀井選手は、4月25日（土）の対中日5回戦（東京ドーム）、2対4と巨人2点ビハインドで迎えた
9回裏、無死1・2塁で代打として登場。初球をバックスクリーン右へサヨナラホームランを放ちました。
亀井選手の一打は、今シーズン両リーグを通じて唯一の「代打逆転」サヨナラホームランとなりました。
　なお、亀井選手は8月4日（火）の対広島13回戦（旭川）、8月8日（土）の対東京ヤクルト12回戦（東京ドーム）でもサヨナラ本塁打を放ち、シーズン3本のサヨナラ本塁打を記録しました。		　
　井口選手は、4月16日（木）の対東北楽天3回戦（千葉マリン）、7対7の10回裏、1死1・3塁から3番・西岡選手が敬遠四球で迎えた満塁の場面で、左翼席中段へのサヨナラホームランを放ちました。
井口選手のこの一打は、今シーズン両リーグを通じて唯一のサヨナラ「満塁」ホームランとなりました。
　なお、井口選手は4月30日（木）の対オリックス6回戦（千葉マリン）でもサヨナラ本塁打を記録しました。

				2010		天谷　宗一郎(広島東洋カープ) アマヤソウイチロウヒロシマトウヨウ		小久保　裕紀(福岡ソフトバンクホークス) コクボヒロキフクオカ

						　天谷選手は、8月27日（金）の対巨人18回戦（マツダスタジアム）、6対7と広島1点ビハインドの11回裏、2死1・2塁の場面で、右翼席にサヨナラホームランを放ちました。
 　この試合は、9回裏に3対5とリードされていた広島が2点を取り同点に。延長11回表にふたたび2点リードされますが、その裏に1点差まで詰め寄った後、天谷選手が逆転サヨナラ3ランを放つという、スリリングでドラマティックな展開でした。
　なお、天谷選手は8月17日（火）の対ヤクルト14回戦（マツダスタジアム）でも同点の10回裏に2死1・2塁		　小久保選手は、9月18日（土）の対埼玉西武22回戦（福岡ヤフードーム）、7対7の11回裏、2死1塁から左中間スタンドへサヨナラホームランを放ちました。
 　この勝利で勢いに乗った福岡ソフトバンクは翌日、翌々日の同カードでも連勝し、首位・埼玉西武に0.5ゲーム差まで肉迫。その後も白星を重ね、「シーズン残り6試合、3.5ゲーム差からの逆転優勝」を成し遂げました。小久保選手の一打は、球史に残る逆転劇の起点となりました。

				2011		長野　久義(読売ジャイアンツ) ナガノヒサヨシヨミウリ		松田　宣浩(福岡ソフトバンクホークス) マツダセンヒロシフクオカ

						　
　長野選手は、10月22日（土）の対横浜24回戦（東京ドーム）、1対2と巨人1点ビハインドの9回裏、無死満塁の場面で代打として出場、右翼席に逆転サヨナラホームランを放ちました。
 　代打満塁逆転サヨナラ本塁打はプロ野球史上10年ぶり8人目、読売球団としては1971年5月20日の広野功選手以来40年ぶり3人目という、まさにドラマティックな一打でした。 また、長野選手のこの本塁打はセ・リーグでの満塁本塁打通算1,000本目という、歴史的な一打でもありました。
 　なお、この試合は読売球団のレギュラーシーズ		　
　松田選手は、4月17日（土）の対埼玉西武3回戦（ヤフードーム）、8対8で迎えた9回裏、2死二塁から左中間スタンドへサヨナラホームランを放ちました。
 　この試合はプロ野球史上6度目、パ・リーグ史上3度目の両チーム毎回安打（福岡ソフトバンク12安打、埼玉西武17安打）を記録する打撃戦となり、本塁打も両チーム計5本を数えました。
 　福岡ソフトバンクにとっては、試合序盤に松田選手のシーズン第1号本塁打などで得た最大5点のリードを、9回表に追いつかれる苦しい展開となりました。 松田選手のこの日2本目の本塁

				2012		和田　一浩(中日ドラゴンズ) ワダイチヒロシチュウニチ		中田　翔(北海道日本ハムファイターズ) ナカタショウホッカイドウニッポン

						　
　和田選手は、6月8日（金）の対東北楽天3回戦（ナゴヤドーム）、1対2と1点ビハインドで迎えた9回裏、一死二塁の場面で左翼席に劇的な逆転サヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、チームは3回から8回まで無安打という重苦しい試合展開の中、相手球団は1点リードを死守すべく9回から抑え投手を投入し逃げ切りを図りましたが、その作戦を打ち砕き、チームの連敗を「4」で止めるとともに、リーグ首位を奪還する起死回生のサヨナラ打となりました。
 　和田選手の一打は自身4本目のサヨナラ本塁打で、「逆転」は初となります。		　
　中田選手は、4月15日（日）の対東北楽天3回戦（札幌ドーム）、3対3の同点で迎えた9回裏、レフトスタンドへ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、チームは3対1と2点リードで迎えた9回表に2点本塁打を浴び同点とされましたが、その直後の9回裏に中田選手が先頭打者で打席に入ると、6球目をライナーでレフトスタンドに運びました。
 　この一打は、同点に追いつかれたチームを救う起死回生の一発となると同時に、この打席まで16打席ノーヒット、打率も1割を切る状態の中田選手にとっても大きなサヨナラ本塁打と

				2013		長野　久義(読売ジャイアンツ) ナガノヒサヨシヨミウリ		浅村　栄斗(埼玉西武ライオンズ) アサムラエイトサイタマセイブ

						　
　長野選手は、8月29日（木）東京ドームで行われた対阪神20回戦、2対2の同点で迎えた延長10回裏の先頭打者として打席に入ると、1ボールからの2球目を強振、左翼席に弾丸ライナーで飛び込むサヨナラ本塁打を放ちました。
 　大事な首位攻防戦を連勝して迎えたこの試合、チームは相手エースに終盤まで抑え込まれていましたが、8回、9回に1点ずつ取る粘りで延長戦に持ち込み、長野選手の一打へつなげました。優勝を争う首位攻防3連戦を3連勝で締めくくり、リーグ優勝を大きく引き寄せる貴重な一打となりました。
 　なお、長野		　
　浅村選手は、8月7日（水）西武ドームで行われた対北海道日本ハム16回戦、4対6で2点を追う9回裏、二死一、二塁、2ボール1ストライクから、右翼席へ逆転サヨナラ3点本塁打を放ちました。
 　この試合は7回まで北海道日本ハムが3度リードし、埼玉西武が3度追いつく展開。8回に2点のリードを許した埼玉西武は、9回裏一死から粘りを見せ、浅村選手の一打へつなげました。 敗れれば3位転落というチームの窮地を救う劇的な一打でした。
 　また、浅村選手は5月31日の対東京ヤクルト戦でもサヨナラ本塁打を放っており、埼玉

				2014		福留　孝介(阪神タイガース) フクドメコウスケハンシン		松田　宣浩(福岡ソフトバンクホークス) マツダセンヒロシフクオカ

						　
　福留選手は、7月22日（火）甲子園球場で行われた対読売ジャイアンツ14回戦、2対2の同点で迎えた延長12回裏、二死走者なしの場面でライトスタンドにサヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、阪神は1点を追う6回に一度は逆転したが、9回表に本塁打で同点とされ、延長に入りました。そして引分終了目前の場面で福留選手が放った一打が、首位攻防3連戦の勝ち越しを決めました。また、この試合を勝利に導いたことが、シーズン終盤までもつれたレギュラーシーズンの順位争いにおいても、最終的にチームが2位となる大きな原動力と		　
　松田選手は、10月2日（木）福岡ヤフオク!ドームで行われた対オリックス・バファローズ24回戦、1対1の同点で迎えた延長10回裏、一死満塁の場面で打席に入ると、1ボール2ストライクからの4球目にレフトオーバーのサヨナラ安打を放ちました。
 　チームのレギュラーシーズン最終戦、勝てば優勝が決まる2位・オリックスとの直接対決となったこの試合は同点のまま延長に入りましたが、松田選手の劇的な一打により、福岡ソフトバンクホークスが3年ぶり16度目のリーグ優勝を決めました。チームの最終戦でサヨナラ勝ちでの自力優勝

				2015		雄平(東京ヤクルトスワローズ) ユウヘイトウキョウ		柳田　悠岐(福岡ソフトバンクホークス) ヤナギタユウキフクオカ

						　
　雄平選手は、10月2日（金）明治神宮球場で行われた対阪神タイガース25回戦、1対1の同点で迎えた延長11回裏、二死一、三塁の場面で一塁線を破るサヨナラ安打を放ちました。
勝つか引き分けで優勝が決まるこの試合。東京ヤクルトは初回に1点を先制したものの、 8回に同点とされ試合は延長に入りました。CS進出へ向け負けられない阪神も先発要員の能見投手を10回からリリーフで投入しますが、最後は雄平選手の劇的な一打により、東京ヤクルトスワローズが14年ぶり7度目のリーグ優勝を決めました。　 エンチョウ		　
　柳田選手は、8月11日（火）福岡ヤフオク!ドームで行われた対オリックス・バファローズ17回戦、9回裏、4対6とオリックスにリードされて迎えた、二死一、二塁の場面で、右中間スタンドへ逆転サヨナラ3点本塁打を放ちました。
この回、4点を追う福岡ソフトバンクは、二死満塁から中村選手の2点適時打で追い上げ、直後に柳田選手の豪快な一打が飛び出し、逆転勝利を収めました。逆転サヨナラ3点本塁打は今シーズンのＮＰＢではこの１本のみです。　
　なお、柳田選手は5月5日（火）福岡ヤフオク!ドームで行われた対千葉ロッテマ

				2016		鈴木　誠也(広島東洋カープ) スズキセイヤヒロシマトウヨウ		吉村　裕基(福岡ソフトバンクホークス) ヨシムラユウキフクオカ

						　
　鈴木選手は、6月18日（土）マツダスタジアムで行われた対オリックス・バファローズ２回戦、1対3で迎えた9回裏、一死一、三塁の場面で、左翼席へサヨナラ逆転本塁打を放ちました。
　広島は、6回まで1対0とリードしていましたが、先発・岡田投手が7回に連打と四球で逆転を許します。1対3とリードを広げられ迎えた9回裏、一発サヨナラの場面で鈴木選手に打席が回ると、1ボール2ストライクと追い込まれてからの４球目、相手投手のフォークを左翼席に運び、チームを劇的な勝利に導きました。
鈴木選手は、前日の試合でもサヨナラ		　
　吉村選手は、4月17日（日）福岡 ヤフオク!ドームでの対東北楽天ゴールデンイーグルス5回戦、7対7の同点で迎えた延長12回裏、無死一塁から左中間スタンドへサヨナラ2点本塁打を放ちました。
　この日の福岡ソフトバンクは初回に先制され、一時は逆転に成功したものの、6回表に5点を奪われるなど、3対7とリードを許して9回裏を迎えました。4点を追うチームは二死二塁から内川選手の適時打で1点を返すと、松田選手が安打でつなぎ、二死一、二塁から代打で登場した吉村選手が今シーズン初安打となる同点3点本塁打を放ち、延長

				2017		宮﨑　敏郎(横浜ＤｅＮＡベイスターズ) ミヤザキトシロウヨコハマ		栗山　巧(埼玉西武ライオンズ) クリヤマタクミサイタマセイブ

						　
　宮﨑選手は、８月２２日（火）横浜スタジアムで行われた対広島東洋カープ１８回戦、５対５で迎えた９回裏無死走者なしの場面で打席に立ち、左中間へ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。
　この試合は、横浜DeNAが、初回に先取点を挙げるものの投手陣が８回までに５失点し、８回を終わって２対５と３点のビハインドのまま９回の攻撃に入ります。９回裏、先頭の柴田選手が安打で出塁し、続く筒香選手が２点本塁打を放ち１点差に迫ると、続くロペス選手にもソロ本塁打が飛び出し、試合を一気に振り出しに戻します。２者連続本塁打の同点で観		　
　栗山選手は、８月１７日（木）メットライフドームで行われた対東北楽天ゴールデンイーグルス１８回戦、０対０で迎えた９回裏二死一、二塁の場面で代打で出場し、左翼席へ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。この試合は、埼玉西武・菊池、東北楽天・安樂の両先発投手の好投で終盤まで両チーム無得点。東北楽天は、継投で8回まで無失点で切り抜け、菊池投手も９回を被安打２、無失点で投げ抜き、９回裏を迎えました。埼玉西武は二死無走者から、外崎選手の二塁打、炭谷選手の死球で好機を作ると、代打・栗山選手が２ボール１ストライクからの４

				2018		下水流　昂(広島東洋カープ) シタスイリュウコウヒロシマトウヨウ		森　友哉(埼玉西武ライオンズ) モリトモヤサイタマセイブ

						　
　下水流選手は、７月２０日（金）マツダスタジアムで行われた対読売１４回戦、１０回裏８対９で迎えた場面で右翼席へ逆転サヨナラ２点本塁打を放ちました。この試合は広島東洋が序盤に７点をリードする展開。しかし、４回表と５回表に３点本塁打を浴び、リードは瞬く間に１点に。６回裏に追加点を挙げ２点差とするが、７回表に２点適時打を浴び、ついに８対８の同点に追いつかれ試合は延長戦に突入します。７点差から追いつき勢いに乗る読売は延長１０回表、４番岡本選手の本塁打で１点勝ち越し。この試合初めて追う展開となった広島東洋はその		　
　森選手は、４月１８日（水）メットライフドームで行われた対北海道日本ハムファイターズ５回戦、７対８で迎えた９回裏、無死満塁の場面で右中間へ逆転サヨナラ二塁打を放ちました。この日の試合は７回を終えて北海道日本ハムが５対０とリード。北海道日本ハムは８回表にも３点を追加しリードを８点に広げます。しかし８回裏、埼玉西武ライオンズは先頭からの連打を足掛かりに、二者連続押し出し四球、さらに３安打を集中させ一挙７得点をあげ、７対８と１点差に追い上げます。９回裏は、源田選手、浅村選手の連打と山川選手の四球で満塁のチャ





過去の受賞選手(月間賞)

				スカパー！サヨナラ賞(月間賞)　過去の受賞選手 ショウゲッカンショウカコジュショウセンシュ

						２０１２年度 ネンド								２０１３年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		中村紀洋(横浜ＤｅＮＡ) ナカムラノリヒロヨコハマ		田中賢介(北海道日本ハム) タナカケンスケホッカイドウニッポン				3、4月 ガツ		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		松田宣浩(福岡ソフトバンク) マツダセンヒロシフクオカ

				5月 ガツ		森野将彦(中日) モリノマサヒコチュウニチ		バルディリス(オリックス)				5月 ガツ		畠山和洋(東京ヤクルト) ハタケヤマカズヒロトウキョウ		浅村栄斗(埼玉西武) アサムラエイトサイタマセイブ

				6月 ガツ		和田一浩(中日) ワダイチヒロシチュウニチ		ホフパワー(北海道日本ハム) ホッカイドウニッポン				6月 ガツ		マートン(阪神) ハンシン		高橋信二(オリックス) タカハシシンジ

				7月		石原慶幸(広島東洋) イシハラヨシユキヒロシマトウヨウ		枡田慎太郎(東北楽天) マスダシンタロウトウホクラクテン				7月		丸佳浩(広島東洋) マルヨシヒロヒロシマトウヨウ		嶋基宏(東北楽天) シマモトヒロトウホクラクテン

				8月		阿部慎之助(巨人) アベシンノスケキョジン		柳田悠岐(福岡ソフトバンク) ヤナギタユウキフクオカ				8月		長野久義(巨人) ナガノヒサヨシキョジン		浅村栄斗(埼玉西武) アサムラエイトサイタマセイブ

				9月		新井良太(阪神) アライリョウタハンシン		松井稼頭央(東北楽天) マツイカセアタマトウホクラクテン				9月		石原慶幸(広島東洋) イシハラヨシユキヒロシマトウヨウ		片岡治大(埼玉西武) カタオカオサオオサイタマセイブ

						２０１４年度 ネンド								２０１５年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		エルドレッド(広島東洋) ヒロシマトウヨウ		ジョーンズ(東北楽天) トウホクラクテン				3、4月 ガツ		平田良介(中日) ヒラタリョウスケチュウニチ		松田宣浩(福岡ソフトバンク) マツダセンヒロシフクオカ

				5月 ガツ		梵英心(広島東洋) ボンエイココロヒロシマトウヨウ		加藤翔平(千葉ロッテ) カトウショウヘイチバ				5月 ガツ		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		中川大志(東北楽天) ナカガワタイシトウホクラクテン

				6月 ガツ		嶺井博希(横浜ＤｅＮＡ) ミネイヒロノゾミヨコハマ		今宮健太(福岡ソフトバンク) イマミヤケンタフクオカ				6月 ガツ		井端弘和(巨人) イバタヒロカズキョジン		吉田裕太(千葉ロッテ) ヨシダユウタチバ

				7月		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		斉藤彰吾(埼玉西武) サイトウショウゴサイタマセイブ				7月		藤井淳志(中日) フジイアツシココロザシチュウニチ		中村剛也(埼玉西武) ナカムラゴウナリサイタマセイブ

				8月		ロペス(巨人) キョジン		田村龍弘(千葉ロッテ) タムラリュウヒロシチバ				8月		坂本勇人(巨人) サカモトハヤトキョジン		柳田悠岐(福岡ソフトバンク) ヤナギタユウキフクオカ

				9月		ブランコ(横浜ＤｅＮＡ) ヨコハマ		松井稼頭央(東北楽天) マツイカセアタマトウホクラクテン				9月		中村悠平(東京ヤクルト) ナカムラユウヘイトウキョウ		レアード(北海道日本ハム) ホッカイドウニッポン

						２０１６年度 ネンド								２０１７年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		杉山翔大 （中日）		吉村裕基 （福岡ソフトバンク） フクオカ				3、4月 ガツ		鵜久森淳志（東京ヤクルト） トウキョウ		聖澤諒（東北楽天） トウホク

				5月 ガツ		坂本勇人 （巨人）		井口資仁 （千葉ロッテ） チバ				5月 ガツ		荒木貴裕（東京ヤクルト） トウキョウ		駿太（オリックス）

				6月 ガツ		鈴木誠也（広島東洋） トウヨウ		Ｂ．レアード（北海道日本ハム） ホッカイドウ				6月 ガツ		亀井善行（巨人）		福田秀平（福岡ソフトバンク） フクオカ

				7月		筒香嘉智(横浜ＤｅＮＡ) ヨコハマ		Ｂ．レアード（北海道日本ハム） ホッカイドウ				7月		大松尚逸（東京ヤクルト） トウキョウ		Ｊ．アマダ―（東北楽天） トウホク

				8月		脇谷亮太（巨人）		森友哉（埼玉西武） サイタマセイブ				8月		宮﨑敏郎（横浜ＤｅＮＡ） ヨコハマ		栗山 巧（埼玉西武） サイタマ

				9月		ギャレット（巨人）		細谷圭（千葉ロッテ） チバ				9、10月		安部友裕（広島東洋） トウヨウ		Ａ.デスパイネ（福岡ソフトバンク） フクオカ

						２０１８年度 ネンド								２０１９年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		下水流昂（広島東洋） シタミズリュウコウヒロシマトウヨウ		森友哉（埼玉西武） モリトモヤサイタマセイブ				3、4月 ガツ		青木宣親（東京ヤクルト） アオキノリチカトウキョウ		中田翔（北海道日本ハム） ナカタショウホッカイドウニホン

				5月 ガツ		山下幸輝（横浜ＤｅＮＡ） ヤマシタコウキヨコハマ		清田育宏（千葉ロッテ） キヨタイクヒロチバ				5月 ガツ		髙山俊（阪神） タカヤマシュンハンシン		辰己涼介（東北楽天） タツミリョウスケトウホクラクテン

				6月 ガツ		山田哲人（東京ヤクルト） ヤマダテツトトウキョウ		上林誠知（福岡ソフトバンク） ウエバヤシセイジフクオカ				6月 ガツ		原口文仁（阪神） ハラグチフミヒトハンシン		鈴木大地（千葉ロッテ） スズキダイチチバ

				7月		下水流昂（広島東洋） シタミズリュウコウヒロシマトウヨウ		山下斐紹（東北楽天） ヤマシタアヤジョウトウホク				7月		Ｙ．ソラーテ（阪神） ハンシン		中村剛也（埼玉西武） ナカムラタケヤサイタマセイブ

				8月		鈴木誠也（広島東洋） スズキセイヤヒロシマトウヨウ		Y.グラシアル（福岡ソフトバンク） フクオカ				8月		石川慎吾（巨人） イシカワシンゴキョジン		清田育宏（千葉ロッテ） キヨタイクヒロチバ

				9、10月		上田剛史（東京ヤクルト） ウエダタケシトウキョウ		中島宏之（オリックス） ナカジマヒロユキ				9月		Ｎ．ソト（横浜ＤｅＮＡ） ヨコハマ		Ｅ．メヒア（埼玉西武） サイタマセイブ
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☆パ・リーグ　本塁打以外のサヨナラ　２８試合

月日 サヨナラ打者 所属 対戦相手 最終スコア
決勝打

(丸数字は打点)
イニング

直前
スコア

走者 個人回数

左越安①1 3月29日 デスパイネ 福岡ソフトバンク 埼玉西武 5x-4 11回 4-4 無死1・2塁 ①

2 4月9日 鈴木 千葉ロッテ オリックス 5x-4 右前安① 10回 4-4 1死満塁 ①

3 4月12日 - 埼玉西武 オリックス 1x-0 失策 9回 0-0 1死1・2塁 -

4 4月16日 ウィーラー 東北楽天 埼玉西武 5x-4 中犠飛① 10回 4-4 無死満塁 ①

5 4月25日 杉谷 北海道日本ハム 東北楽天 6ｘ-5 左越安① 12回 5-5 2死満塁 ①

6 5月2日 伏見 オリックス 千葉ロッテ 2ｘ-1 左前安① 10回 1-1 2死2塁 ①

7 5月3日 デスパイネ 福岡ソフトバンク 東北楽天 12ｘ-11 中前安① 12回 11-11 1死満塁 ②

8 5月4日 金子侑 埼玉西武 東北楽天 7ｘ-6 中前安① 11回 6-6 2死2塁 ①

9 5月8日 辰己 東北楽天 福岡ソフトバンク 8ｘ-7 中越2② 9回 6-7 1死満塁 ①

10 5月9日 銀次 東北楽天 福岡ソフトバンク 4ｘ-3 右前安① 9回 3-3 無死1・2塁 ①

11 5月15日 ウィーラー 東北楽天 北海道日本ハム 9ｘ-8 右犠飛① 11回 8-8 1死1・3塁 ②

12 5月22日 小田 オリックス 千葉ロッテ 5ｘ-4 左前安① 9回 4-4 2死満塁 ①

13 6月1日 鈴木 千葉ロッテ 埼玉西武 8ｘ-7 左前安① 10回 7-7 2死1・2塁 ②

14 6月4日 大田 北海道日本ハム 東京ヤクルト 7ｘ-6 中犠飛① 10回 6-6 1死2・3塁 ①

15 6月4日 中村 埼玉西武 広島東洋 5ｘ-4 左前安① 12回 4-4 無死満塁 ①

16 6月13日 ロメロ オリックス 中日 6ｘ-5 左前安① 9回 5-5 2死2・3塁 ①

17 6月15日 ロメロ オリックス 阪神 3ｘ-2 左犠飛① 9回 2-2 1死2・3塁 ②

18 6月16日 鈴木 千葉ロッテ 中日 8ｘ-7 右前安② 9回 6-7 2死満塁 ③

19 7月2日 大城 オリックス 千葉ロッテ 6ｘ-5 遊安① 10回 5-5 1死満塁 ①

20 7月8日 栗原 福岡ソフトバンク 埼玉西武 8ｘ-7 中犠飛① 12回 7-7 1死満塁 ①

21 7月28日 - 埼玉西武 北海道日本ハム 8ｘ-7 遊ゴ失 10回 7-7 1死1塁 -

22 7月28日 清田 千葉ロッテ 東北楽天 4ｘ-3 右越安① 9回 3-3 無死満塁 ①

23 8月1日 マーティン 千葉ロッテ オリックス 7ｘ-6 四球①

24 8月12日 渡邊佳 東北楽天 オリックス 右線2① 10回 2-2 2死1塁 ①

12回 6-6 1死満塁 ①

25 8月15日 銀次 東北楽天 福岡ソフトバンク 4ｘ-3 右前安①

3ｘ-2

26 8月24日 中村 埼玉西武 東北楽天 2死1・2塁6ｘ-5 5-5 ③

11回 3-3 1死満塁 ②

中2① 10回 3-3

左線2① 10回

1死1塁 ①27 9月14日 メヒア 埼玉西武 千葉ロッテ 4ｘ-3

28 9月15日 - 埼玉西武 千葉ロッテ 6ｘ-5 左飛失 11回 5-5 2死無走者 -


セ・リーグ 

		

				２０１９セントラル・リーグレギュラーシーズン公式戦　サヨナラ試合一覧(全４２試合) コウシキセンシアイイチランゼンシアイ

				☆セ・リーグ　本塁打によるサヨナラ　１２試合 ホンルイダシアイ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,561		青木 アオキ		東京ヤクルト トウキョウ		中日 チュウニチ		4ｘ-3		左越本① ヒダリコエホン		12回 カイ		3-3		2死無走者 シムソウシャ		①

				2		43,590		福留 フクトメ		阪神 ハンシン		横浜DeNA ヨコハマ		7ｘ-5		右越本② ミギコエホン		9回 カイ		5-5		2死1塁 シルイ		①

				3		43,600		鈴木 スズキ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		東京ヤクルト トウキョウ		9ｘ-7		中越本② ナカコエホン		10回 カイ		7-7		1死1塁 シルイ		①

				4		43,614		髙山 タカヤマ		阪神 ハンシン		巨人 キョジン		8ｘ-4		右越本④ ミギコエホン		12回 カイ		4-4		１死満塁 シマンルイ		①

				5		43,669		安部 アベ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		6ｘ-5		左越本① ヒダリコエホン		10回 カイ		5-5		無死無走者 ムシムソウシャ		①

				6		43,676		ソラーテ		阪神 ハンシン		中日 チュウニチ		7ｘ-6		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		5-6		無死1塁 ムシルイ		①

				7		43,687		大山 オオヤマ		阪神 ハンシン		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		6ｘ-5		右越本③ ミギコエホン		9回 カイ		3-5		無死1・2塁 ムシルイ		②

				8		43,689		村上 ムラカミ		東京ヤクルト トウキョウ		横浜DeNA ヨコハマ		5ｘ-4		中越本② ナカゴホン		9回 カイ		3-4		無死1塁 ムシルイ		①

				9		43,701		石川 イシカワ		巨人 キョジン		横浜DeNA ヨコハマ		8ｘ-6		中越本② ナカコエホン		11回 カイ		6-6		無死2塁 ムシルイ		①

				10		43,712		山田哲 ヤマダテツ		東京ヤクルト トウキョウ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		11ｘ-7		左越本④ ヒダリコエホン		9回 カイ		7-7		2死満塁 シマンルイ		②

				11		43,712		筒香 ツツゴウ		横浜DeNA ヨコハマ		阪神 ハンシン		7ｘ-5		右越本② ミギコエホン		10回 カイ		5-5		1死1塁 シルイ		①

				12		43,727		ソト		横浜DeNA ヨコハマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		11ｘ-8		左中本③ ヒダリナカホン		11回 カイ		8-8		無死1・2塁 ムシルイ		①

				☆セ・リーグ　本塁打以外のサヨナラ　３０試合 ホンルイダイガイシアイ

				サヨナラ打者 ダシャ				月日 ツキヒ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,553		-		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		2x-1		暴投 ボウトウ		11回 カイ		1-1		1死3塁 シルイ		-

				2		43,555		佐野 サノ		横浜DeNA ヨコハマ		中日 チュウニチ		3x-2		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		2-2		1死1・3塁 シルイ		①

				3		43,558		山田哲 ヤマダテツ		東京ヤクルト トウキョウ		横浜DeNA ヨコハマ		5x-4		四球① シキュウ		9回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				4		43,574		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		横浜DeNA ヨコハマ		2x-1		中越安① ナカコエアン		10回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		①

				5		43,578		小窪 コクボ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		3x-2		右前安① ミギマエアン		9回 カイ		2-2		2死満塁 シマンルイ		①

				6		43,588		大山 オオヤマ		阪神 ハンシン		横浜DeNA ヨコハマ		2ｘ-1		中越2① ナカコエ		10回 カイ		1-1		2死1塁 シルイ		①

				7		43,589		バティスタ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		3ｘ-2		左越安① ヒダリコエアン		10回 カイ		2-2		2死2塁 シルイ		①

				8		43,608		糸原 イトハラ		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		1ｘ-0		右越安① ミギコエアン		9回 カイ		0-0		1死満塁 シマンルイ		①

				9		43,616		野間 ノマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		阪神 ハンシン		2ｘ-1		右越安① ミギコエアン		11回 カイ		1-1		2死1・2塁 シルイ		①

				10		43,617		坂本勇 サカモトユウ		巨人 キョジン		中日 チュウニチ		6ｘ-5		右越安① ミギコエアン１		9回 カイ		5-5		2死2塁 シルイ		①

				11		43,625		原口 ハラグチ		阪神 ハンシン		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		4ｘ-3		中前安① ナカマエアン		9回 カイ		3-3		2死2・3塁 シルイ		①

				12		43,635		大和 ヤマト		横浜DeNA ヨコハマ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		7ｘ-6		左中2① ヒダリナカ		9回 カイ		6-6		1死2塁 シルイ		①

				13		43,636		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		千葉ロッテ チバ		7ｘ-6		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		6-6		2死満塁 シマンルイ		②

				14		43,637		大和 ヤマト		横浜DeNA ヨコハマ		東北楽天 トウホクラクテン		3ｘ-2		右越2① ミギコエ		9回 カイ		2-2		2死2塁 シルイ		②

				15		43,645		宮﨑 ミヤザキ		横浜DeNA ヨコハマ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		2ｘ-1		中前安① ナカマエアン		10回 カイ		1-1		2死満塁 シマンルイ		①

				16		43,646		-		中日 チュウニチ		阪神 ハンシン		1ｘ-0		暴投 ボウトウ		11回 カイ		0-0		2死1・3塁 シルイ		-

				17		43,649		-		巨人 キョジン		中日 チュウニチ		7ｘ-6		三犠失 サンギシツ		9回 カイ		6-6		無死2塁 ムシルイ		-

				18		43,662		アルモンテ		中日 チュウニチ		阪神 ハンシン		3ｘ-2		四球① シキュウ		9回 カイ		2-2		1死満塁 シマンルイ		①

				19		43,666		近本 チカモト		阪神 ハンシン		東京ヤクルト トウキョウ		4ｘ-3		左犠飛① ヒダリギヒ		9回 カイ		3-3		1死3塁 シルイ		①

				20		43,667		鈴木 スズキ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		右前安① ミギマエアン		10回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		②

				21		43,669		重信 シゲノブ		巨人 キョジン		東京ヤクルト トウキョウ		6ｘ-5		左越2① ヒダリコエ		9回 カイ		5-5		無死1・2塁 ムシルイ		①

				22		43,677		宮﨑 ミヤザキ		横浜DeNA ヨコハマ		東京ヤクルト トウキョウ		4ｘ-3		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		②

				23		43,686		亀井 カメイ		巨人 キョジン		東京ヤクルト トウキョウ		10ｘ-9		左犠飛① ヒダリギヒ		10回 カイ		9-9		1死満塁 シマンルイ		①

				24		43,687		乙坂 オトサカ		横浜DeNA ヨコハマ		中日 チュウニチ		5ｘ-4		右犠飛① ミギギヒ		9回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				25		43,690		磯村 イソムラ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		左犠飛① ヒダリギヒ		11回 カイ		1-1		1死満塁 シマンルイ		①

				26		43,697		三好 ミヨシ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		東京ヤクルト トウキョウ		9ｘ-8		中前安① ナカマエアン		9回 カイ		8-8		2死2塁 シルイ		①

				27		43,705		山本 ヤマモト		横浜DeNA ヨコハマ		東京ヤクルト トウキョウ		7ｘ-6		右前安① ミギマエアン		12回 カイ		6-6		2死満塁 シマンルイ		①

				28		43,720		堂林 ドウバヤシ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		3ｘ-2		左越安① ヒダリコエアン		9回 カイ		2-2		1死1・2塁 シルイ		①

				29		43,731		會澤 アイザワ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		中日 チュウニチ		4ｘ-3		中前安① ナカマエアン		10回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		③

				30		43,736		太田 オオタ		東京ヤクルト トウキョウ		巨人 キョジン		2ｘ-1		右線安① ミギセンアン		10回 カイ		1-1		2死2塁 シルイ		①





パ・リーグ

		

				２０１９パシフィック・リーグレギュラーシーズン公式戦　サヨナラ試合一覧(全３５試合) コウシキセンシアイイチランゼンゴウ

				☆パ・リーグ　本塁打によるサヨナラ　７試合 ホンルイダシアイ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,553		中田 ナカタ		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		オリックス		7x-3		左中本④ ヒダリナカホン		10回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		①

				2		43,580		明石 アカシ		福岡ソフトバンク フクオカ		オリックス		3ｘ-0		右越本③ ミギコエホン		10回 カイ		0-0		無死2・3塁 ムシルイ		①

				3		43,665		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		オリックス		5ｘ-4		左越本① ヒダリコエホン		11回 カイ		4-4		1死無走者 シムソウシャ		②

				4		43,683		清田 キヨタ		千葉ロッテ チバ		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-2		左越本② ヒダリコエホン		11回 カイ		2-2		1死1塁 シルイ		②

				5		43,704		ブラッシュ		東北楽天 トウホクラクテン		千葉ロッテ チバ		5ｘ-2		左中本③ ヒダリナカホン		10回 カイ		2-2		1死1・2塁 シルイ		①

				6		43,712		田村 タムラ		千葉ロッテ チバ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		4ｘ-2		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		2-2		2死1塁 シルイ		①

				7		43,728		メヒア		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		5ｘ-3		左越本② ヒダリコエホン		9回 カイ		3-3		1死1塁 シルイ		②

				☆パ・リーグ　本塁打以外のサヨナラ　２８試合 ホンルイダイガイシアイ

				サヨナラ打者 ダシャ				月日 ツキヒ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

						月日 ツキヒ		サヨナラ打者 ダシャ		所属 ショゾク		対戦相手 タイセンアイテ		最終スコア サイシュウ		決勝打
(丸数字は打点) ケッショウダマルスウジダテン		イニング		直前
スコア チョクゼン		走者 ソウシャ		個人回数 コジンカイスウ

				1		43,553		デスパイネ		福岡ソフトバンク フクオカ		埼玉西武 サイタマセイブ		5x-4		左越安① ヒダリコエアン		11回 カイ		4-4		無死1・2塁 ムシルイ		①

				2		43,564		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		オリックス		5x-4		右前安① ミギマエアン		10回 カイ		4-4		1死満塁 シマンルイ		①

				3		43,567		-		埼玉西武 サイタマセイブ		オリックス		1x-0		失策 シッサク		9回 カイ		0-0		1死1・2塁 シルイ		-

				4		43,571		ウィーラー		東北楽天 トウホクラクテン		埼玉西武 サイタマセイブ		5x-4		中犠飛① ナカギヒ		10回 カイ		4-4		無死満塁 ムシマンルイ		①

				5		43,580		杉谷 スギヤ		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		東北楽天 トウホクラクテン		6ｘ-5		左越安① ヒダリコエアン		12回 カイ		5-5		2死満塁 シマンルイ		①

				6		43,587		伏見 フシミ		オリックス		千葉ロッテ チバ		2ｘ-1		左前安① ヒダリマエアン		10回 カイ		1-1		2死2塁 シルイ		①

				7		43,588		デスパイネ		福岡ソフトバンク フクオカ		東北楽天 トウホクラクテン		12ｘ-11		中前安① ナカマエアン		12回 カイ		11-11		1死満塁 シマンルイ		②

				8		43,589		金子侑 カネコユウ		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		7ｘ-6		中前安① ナカマエアン		11回 カイ		6-6		2死2塁 シルイ		①

				9		43,593		辰己 タツミ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		8ｘ-7		中越2② ナカコエ		9回 カイ		6-7		1死満塁 シマンルイ		①

				10		43,594		銀次 ギンジ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-3		右前安① ミギマエアン		9回 カイ		3-3		無死1・2塁 ムシルイ		①

				11		43,600		ウィーラー		東北楽天 トウホクラクテン		北海道日本ハム ホッカイドウニホン		9ｘ-8		右犠飛① ミギギヒ		11回 カイ		8-8		1死1・3塁 シルイ		②

				12		43,607		小田 オダ		オリックス		千葉ロッテ チバ		5ｘ-4		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		4-4		2死満塁 シマンルイ		①

				13		43,617		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		埼玉西武 サイタマセイブ		8ｘ-7		左前安① ヒダリマエアン		10回 カイ		7-7		2死1・2塁 シルイ		②

				14		43,620		大田 オオタ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		東京ヤクルト トウキョウ		7ｘ-6		中犠飛① ナカギヒ		10回 カイ		6-6		1死2・3塁 シルイ		①

				15		43,620		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		広島東洋 ヒロシマトウヨウ		5ｘ-4		左前安① ヒダリマエアン		12回 カイ		4-4		無死満塁 ムシマンルイ		①

				16		43,629		ロメロ		オリックス		中日 チュウニチ		6ｘ-5		左前安① ヒダリマエアン		9回 カイ		5-5		2死2・3塁 シルイ		①

				17		43,631		ロメロ		オリックス		阪神 ハンシン		3ｘ-2		左犠飛① ヒダリギヒ		9回 カイ		2-2		1死2・3塁 シルイ		②

				18		43,632		鈴木 スズキ		千葉ロッテ チバ		中日 チュウニチ		8ｘ-7		右前安② ミギマエアン		9回 カイ		6-7		2死満塁 シマンルイ		③

				19		43,648		大城 オオシロ		オリックス		千葉ロッテ チバ		6ｘ-5		遊安① ユウアン		10回 カイ		5-5		1死満塁 シマンルイ		①

				20		43,654		栗原 クリハラ		福岡ソフトバンク フクオカ		埼玉西武 サイタマセイブ		8ｘ-7		中犠飛① ナカギヒ		12回 カイ		7-7		1死満塁 シマンルイ		①

				21		43,674		-		埼玉西武 サイタマセイブ		北海道日本ハム ホッカイドウニッポン		8ｘ-7		遊ゴ失 ユウシツ		10回 カイ		7-7		1死1塁 シルイ		-

				22		43,674		清田 キヨタ		千葉ロッテ チバ		東北楽天 トウホクラクテン		4ｘ-3		右越安① ミギコエアン		9回 カイ		3-3		無死満塁 ムシマンルイ		①

				23		43,678		マーティン		千葉ロッテ チバ		オリックス		7ｘ-6		四球① シキュウ		12回 カイ		6-6		1死満塁 シマンルイ		①

				24		43,689		渡邊佳 ワタナベケイ		東北楽天 トウホクラクテン		オリックス		3ｘ-2		右線2① ミギセン		10回 カイ		2-2		2死1塁 シルイ		①

				25		43,692		銀次 ギンジ		東北楽天 トウホクラクテン		福岡ソフトバンク フクオカ		4ｘ-3		右前安① ミギマエアン		11回 カイ		3-3		1死満塁 シマンルイ		②

				26		43,701		中村 ナカムラ		埼玉西武 サイタマセイブ		東北楽天 トウホクラクテン		6ｘ-5		左線2① ヒダリセン		10回 カイ		5-5		2死1・2塁 シルイ		③

				27		43,722		メヒア		埼玉西武 サイタマセイブ		千葉ロッテ チバ		4ｘ-3		中2① ナカ		10回 カイ		3-3		1死1塁 シルイ		①

				28		43,723		-		埼玉西武 サイタマセイブ		千葉ロッテ チバ		6ｘ-5		左飛失 ヒダリトシツ		11回 カイ		5-5		2死無走者 シムソウシャ		-





両リーグ候補プレー

				２０１９スカパー！ドラマティック・サヨナラ賞（年間大賞）　有力候補プレー ショウネンカンタイショウユウリョクコウホ

				セントラル・リーグ				パシフィック・リーグ

				髙山　俊(阪神タイガース) タカヤマシュンハンシン				鈴木　大地(千葉ロッテマリーンズ) スズキダイチチバ

				　
　髙山選手は、5月29日（水）阪神甲子園球場で行われた対読売ジャイアンツ9回戦、4対4で迎えた延長12回裏最終回の攻撃、1死満塁の一打サヨナラのチャンスに代打で登場。読売8番手の池田投手から、右翼席へ劇的な代打サヨナラ満塁本塁打を放った。
この試合、阪神は3点のビハインドで迎えた5回裏、上本選手の右中間二塁打で2点を返し1点差に迫るも、8回表にソロ本塁打により再び2点差に広げられ終始追う展開が続いた。しかし、8回裏の攻撃でマルテ選手が2点本塁打を放ち土壇場で延長戦に持ち込む粘り強さを発揮。延長戦は両チ				　
　鈴木選手は6月16日（日）ＺＯＺＯマリンスタジアムで行われた対中日ドラゴンズ2回戦、2対7で迎えた9回裏、4点を返し1点差に詰め寄った2死満塁の場面で、右前へ逆転のサヨナラ安打を放ち、8対7という劇的なサヨナラ勝利を収めた。
この試合、千葉ロッテは7回表までに0対5とリードを許す苦しい展開だったが、7回裏に鈴木選手のソロ本塁打で反撃開始。再び5点差の2対7で迎えた9回裏の先頭打者も鈴木選手だった。ここで放った自身プロ入り2度目となる2打席連続の本塁打が歴史的逆転勝利の始まりとなった。その後、千葉ロッ





過去の受賞選手(年間賞)

				スカパー！ドラマティック・サヨナラ賞(年間賞)　過去の受賞選手 ショウネンカンショウカコジュショウセンシュ

				年度 ネンド		セントラル・リーグ		パシフィックリーグ

				2009		亀井　義行(読売ジャイアンツ) カメイヨシユキヨミウリ		井口　資仁(千葉ロッテマリーンズ) イグチタダヒトチバ

						　
　亀井選手は、4月25日（土）の対中日5回戦（東京ドーム）、2対4と巨人2点ビハインドで迎えた
9回裏、無死1・2塁で代打として登場。初球をバックスクリーン右へサヨナラホームランを放ちました。
亀井選手の一打は、今シーズン両リーグを通じて唯一の「代打逆転」サヨナラホームランとなりました。
　なお、亀井選手は8月4日（火）の対広島13回戦（旭川）、8月8日（土）の対東京ヤクルト12回戦（東京ドーム）でもサヨナラ本塁打を放ち、シーズン3本のサヨナラ本塁打を記録しました。		　
　井口選手は、4月16日（木）の対東北楽天3回戦（千葉マリン）、7対7の10回裏、1死1・3塁から3番・西岡選手が敬遠四球で迎えた満塁の場面で、左翼席中段へのサヨナラホームランを放ちました。
井口選手のこの一打は、今シーズン両リーグを通じて唯一のサヨナラ「満塁」ホームランとなりました。
　なお、井口選手は4月30日（木）の対オリックス6回戦（千葉マリン）でもサヨナラ本塁打を記録しました。

				2010		天谷　宗一郎(広島東洋カープ) アマヤソウイチロウヒロシマトウヨウ		小久保　裕紀(福岡ソフトバンクホークス) コクボヒロキフクオカ

						　天谷選手は、8月27日（金）の対巨人18回戦（マツダスタジアム）、6対7と広島1点ビハインドの11回裏、2死1・2塁の場面で、右翼席にサヨナラホームランを放ちました。
 　この試合は、9回裏に3対5とリードされていた広島が2点を取り同点に。延長11回表にふたたび2点リードされますが、その裏に1点差まで詰め寄った後、天谷選手が逆転サヨナラ3ランを放つという、スリリングでドラマティックな展開でした。
　なお、天谷選手は8月17日（火）の対ヤクルト14回戦（マツダスタジアム）でも同点の10回裏に2死1・2塁		　小久保選手は、9月18日（土）の対埼玉西武22回戦（福岡ヤフードーム）、7対7の11回裏、2死1塁から左中間スタンドへサヨナラホームランを放ちました。
 　この勝利で勢いに乗った福岡ソフトバンクは翌日、翌々日の同カードでも連勝し、首位・埼玉西武に0.5ゲーム差まで肉迫。その後も白星を重ね、「シーズン残り6試合、3.5ゲーム差からの逆転優勝」を成し遂げました。小久保選手の一打は、球史に残る逆転劇の起点となりました。

				2011		長野　久義(読売ジャイアンツ) ナガノヒサヨシヨミウリ		松田　宣浩(福岡ソフトバンクホークス) マツダセンヒロシフクオカ

						　
　長野選手は、10月22日（土）の対横浜24回戦（東京ドーム）、1対2と巨人1点ビハインドの9回裏、無死満塁の場面で代打として出場、右翼席に逆転サヨナラホームランを放ちました。
 　代打満塁逆転サヨナラ本塁打はプロ野球史上10年ぶり8人目、読売球団としては1971年5月20日の広野功選手以来40年ぶり3人目という、まさにドラマティックな一打でした。 また、長野選手のこの本塁打はセ・リーグでの満塁本塁打通算1,000本目という、歴史的な一打でもありました。
 　なお、この試合は読売球団のレギュラーシーズ		　
　松田選手は、4月17日（土）の対埼玉西武3回戦（ヤフードーム）、8対8で迎えた9回裏、2死二塁から左中間スタンドへサヨナラホームランを放ちました。
 　この試合はプロ野球史上6度目、パ・リーグ史上3度目の両チーム毎回安打（福岡ソフトバンク12安打、埼玉西武17安打）を記録する打撃戦となり、本塁打も両チーム計5本を数えました。
 　福岡ソフトバンクにとっては、試合序盤に松田選手のシーズン第1号本塁打などで得た最大5点のリードを、9回表に追いつかれる苦しい展開となりました。 松田選手のこの日2本目の本塁

				2012		和田　一浩(中日ドラゴンズ) ワダイチヒロシチュウニチ		中田　翔(北海道日本ハムファイターズ) ナカタショウホッカイドウニッポン

						　
　和田選手は、6月8日（金）の対東北楽天3回戦（ナゴヤドーム）、1対2と1点ビハインドで迎えた9回裏、一死二塁の場面で左翼席に劇的な逆転サヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、チームは3回から8回まで無安打という重苦しい試合展開の中、相手球団は1点リードを死守すべく9回から抑え投手を投入し逃げ切りを図りましたが、その作戦を打ち砕き、チームの連敗を「4」で止めるとともに、リーグ首位を奪還する起死回生のサヨナラ打となりました。
 　和田選手の一打は自身4本目のサヨナラ本塁打で、「逆転」は初となります。		　
　中田選手は、4月15日（日）の対東北楽天3回戦（札幌ドーム）、3対3の同点で迎えた9回裏、レフトスタンドへ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、チームは3対1と2点リードで迎えた9回表に2点本塁打を浴び同点とされましたが、その直後の9回裏に中田選手が先頭打者で打席に入ると、6球目をライナーでレフトスタンドに運びました。
 　この一打は、同点に追いつかれたチームを救う起死回生の一発となると同時に、この打席まで16打席ノーヒット、打率も1割を切る状態の中田選手にとっても大きなサヨナラ本塁打と

				2013		長野　久義(読売ジャイアンツ) ナガノヒサヨシヨミウリ		浅村　栄斗(埼玉西武ライオンズ) アサムラエイトサイタマセイブ

						　
　長野選手は、8月29日（木）東京ドームで行われた対阪神20回戦、2対2の同点で迎えた延長10回裏の先頭打者として打席に入ると、1ボールからの2球目を強振、左翼席に弾丸ライナーで飛び込むサヨナラ本塁打を放ちました。
 　大事な首位攻防戦を連勝して迎えたこの試合、チームは相手エースに終盤まで抑え込まれていましたが、8回、9回に1点ずつ取る粘りで延長戦に持ち込み、長野選手の一打へつなげました。優勝を争う首位攻防3連戦を3連勝で締めくくり、リーグ優勝を大きく引き寄せる貴重な一打となりました。
 　なお、長野		　
　浅村選手は、8月7日（水）西武ドームで行われた対北海道日本ハム16回戦、4対6で2点を追う9回裏、二死一、二塁、2ボール1ストライクから、右翼席へ逆転サヨナラ3点本塁打を放ちました。
 　この試合は7回まで北海道日本ハムが3度リードし、埼玉西武が3度追いつく展開。8回に2点のリードを許した埼玉西武は、9回裏一死から粘りを見せ、浅村選手の一打へつなげました。 敗れれば3位転落というチームの窮地を救う劇的な一打でした。
 　また、浅村選手は5月31日の対東京ヤクルト戦でもサヨナラ本塁打を放っており、埼玉

				2014		福留　孝介(阪神タイガース) フクドメコウスケハンシン		松田　宣浩(福岡ソフトバンクホークス) マツダセンヒロシフクオカ

						　
　福留選手は、7月22日（火）甲子園球場で行われた対読売ジャイアンツ14回戦、2対2の同点で迎えた延長12回裏、二死走者なしの場面でライトスタンドにサヨナラ本塁打を放ちました。
 　この試合、阪神は1点を追う6回に一度は逆転したが、9回表に本塁打で同点とされ、延長に入りました。そして引分終了目前の場面で福留選手が放った一打が、首位攻防3連戦の勝ち越しを決めました。また、この試合を勝利に導いたことが、シーズン終盤までもつれたレギュラーシーズンの順位争いにおいても、最終的にチームが2位となる大きな原動力と		　
　松田選手は、10月2日（木）福岡ヤフオク!ドームで行われた対オリックス・バファローズ24回戦、1対1の同点で迎えた延長10回裏、一死満塁の場面で打席に入ると、1ボール2ストライクからの4球目にレフトオーバーのサヨナラ安打を放ちました。
 　チームのレギュラーシーズン最終戦、勝てば優勝が決まる2位・オリックスとの直接対決となったこの試合は同点のまま延長に入りましたが、松田選手の劇的な一打により、福岡ソフトバンクホークスが3年ぶり16度目のリーグ優勝を決めました。チームの最終戦でサヨナラ勝ちでの自力優勝

				2015		雄平(東京ヤクルトスワローズ) ユウヘイトウキョウ		柳田　悠岐(福岡ソフトバンクホークス) ヤナギタユウキフクオカ

						　
　雄平選手は、10月2日（金）明治神宮球場で行われた対阪神タイガース25回戦、1対1の同点で迎えた延長11回裏、二死一、三塁の場面で一塁線を破るサヨナラ安打を放ちました。
勝つか引き分けで優勝が決まるこの試合。東京ヤクルトは初回に1点を先制したものの、 8回に同点とされ試合は延長に入りました。CS進出へ向け負けられない阪神も先発要員の能見投手を10回からリリーフで投入しますが、最後は雄平選手の劇的な一打により、東京ヤクルトスワローズが14年ぶり7度目のリーグ優勝を決めました。　 エンチョウ		　
　柳田選手は、8月11日（火）福岡ヤフオク!ドームで行われた対オリックス・バファローズ17回戦、9回裏、4対6とオリックスにリードされて迎えた、二死一、二塁の場面で、右中間スタンドへ逆転サヨナラ3点本塁打を放ちました。
この回、4点を追う福岡ソフトバンクは、二死満塁から中村選手の2点適時打で追い上げ、直後に柳田選手の豪快な一打が飛び出し、逆転勝利を収めました。逆転サヨナラ3点本塁打は今シーズンのＮＰＢではこの１本のみです。　
　なお、柳田選手は5月5日（火）福岡ヤフオク!ドームで行われた対千葉ロッテマ

				2016		鈴木　誠也(広島東洋カープ) スズキセイヤヒロシマトウヨウ		吉村　裕基(福岡ソフトバンクホークス) ヨシムラユウキフクオカ

						　
　鈴木選手は、6月18日（土）マツダスタジアムで行われた対オリックス・バファローズ２回戦、1対3で迎えた9回裏、一死一、三塁の場面で、左翼席へサヨナラ逆転本塁打を放ちました。
　広島は、6回まで1対0とリードしていましたが、先発・岡田投手が7回に連打と四球で逆転を許します。1対3とリードを広げられ迎えた9回裏、一発サヨナラの場面で鈴木選手に打席が回ると、1ボール2ストライクと追い込まれてからの４球目、相手投手のフォークを左翼席に運び、チームを劇的な勝利に導きました。
鈴木選手は、前日の試合でもサヨナラ		　
　吉村選手は、4月17日（日）福岡 ヤフオク!ドームでの対東北楽天ゴールデンイーグルス5回戦、7対7の同点で迎えた延長12回裏、無死一塁から左中間スタンドへサヨナラ2点本塁打を放ちました。
　この日の福岡ソフトバンクは初回に先制され、一時は逆転に成功したものの、6回表に5点を奪われるなど、3対7とリードを許して9回裏を迎えました。4点を追うチームは二死二塁から内川選手の適時打で1点を返すと、松田選手が安打でつなぎ、二死一、二塁から代打で登場した吉村選手が今シーズン初安打となる同点3点本塁打を放ち、延長

				2017		宮﨑　敏郎(横浜ＤｅＮＡベイスターズ) ミヤザキトシロウヨコハマ		栗山　巧(埼玉西武ライオンズ) クリヤマタクミサイタマセイブ

						　
　宮﨑選手は、８月２２日（火）横浜スタジアムで行われた対広島東洋カープ１８回戦、５対５で迎えた９回裏無死走者なしの場面で打席に立ち、左中間へ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。
　この試合は、横浜DeNAが、初回に先取点を挙げるものの投手陣が８回までに５失点し、８回を終わって２対５と３点のビハインドのまま９回の攻撃に入ります。９回裏、先頭の柴田選手が安打で出塁し、続く筒香選手が２点本塁打を放ち１点差に迫ると、続くロペス選手にもソロ本塁打が飛び出し、試合を一気に振り出しに戻します。２者連続本塁打の同点で観		　
　栗山選手は、８月１７日（木）メットライフドームで行われた対東北楽天ゴールデンイーグルス１８回戦、０対０で迎えた９回裏二死一、二塁の場面で代打で出場し、左翼席へ劇的なサヨナラ本塁打を放ちました。この試合は、埼玉西武・菊池、東北楽天・安樂の両先発投手の好投で終盤まで両チーム無得点。東北楽天は、継投で8回まで無失点で切り抜け、菊池投手も９回を被安打２、無失点で投げ抜き、９回裏を迎えました。埼玉西武は二死無走者から、外崎選手の二塁打、炭谷選手の死球で好機を作ると、代打・栗山選手が２ボール１ストライクからの４

				2018		下水流　昂(広島東洋カープ) シタスイリュウコウヒロシマトウヨウ		森　友哉(埼玉西武ライオンズ) モリトモヤサイタマセイブ

						　
　下水流選手は、７月２０日（金）マツダスタジアムで行われた対読売１４回戦、１０回裏８対９で迎えた場面で右翼席へ逆転サヨナラ２点本塁打を放ちました。この試合は広島東洋が序盤に７点をリードする展開。しかし、４回表と５回表に３点本塁打を浴び、リードは瞬く間に１点に。６回裏に追加点を挙げ２点差とするが、７回表に２点適時打を浴び、ついに８対８の同点に追いつかれ試合は延長戦に突入します。７点差から追いつき勢いに乗る読売は延長１０回表、４番岡本選手の本塁打で１点勝ち越し。この試合初めて追う展開となった広島東洋はその		　
　森選手は、４月１８日（水）メットライフドームで行われた対北海道日本ハムファイターズ５回戦、７対８で迎えた９回裏、無死満塁の場面で右中間へ逆転サヨナラ二塁打を放ちました。この日の試合は７回を終えて北海道日本ハムが５対０とリード。北海道日本ハムは８回表にも３点を追加しリードを８点に広げます。しかし８回裏、埼玉西武ライオンズは先頭からの連打を足掛かりに、二者連続押し出し四球、さらに３安打を集中させ一挙７得点をあげ、７対８と１点差に追い上げます。９回裏は、源田選手、浅村選手の連打と山川選手の四球で満塁のチャ





過去の受賞選手(月間賞)

				スカパー！サヨナラ賞(月間賞)　過去の受賞選手 ショウゲッカンショウカコジュショウセンシュ

						２０１２年度 ネンド								２０１３年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		中村紀洋(横浜ＤｅＮＡ) ナカムラノリヒロヨコハマ		田中賢介(北海道日本ハム) タナカケンスケホッカイドウニッポン				3、4月 ガツ		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		松田宣浩(福岡ソフトバンク) マツダセンヒロシフクオカ

				5月 ガツ		森野将彦(中日) モリノマサヒコチュウニチ		バルディリス(オリックス)				5月 ガツ		畠山和洋(東京ヤクルト) ハタケヤマカズヒロトウキョウ		浅村栄斗(埼玉西武) アサムラエイトサイタマセイブ

				6月 ガツ		和田一浩(中日) ワダイチヒロシチュウニチ		ホフパワー(北海道日本ハム) ホッカイドウニッポン				6月 ガツ		マートン(阪神) ハンシン		高橋信二(オリックス) タカハシシンジ

				7月		石原慶幸(広島東洋) イシハラヨシユキヒロシマトウヨウ		枡田慎太郎(東北楽天) マスダシンタロウトウホクラクテン				7月		丸佳浩(広島東洋) マルヨシヒロヒロシマトウヨウ		嶋基宏(東北楽天) シマモトヒロトウホクラクテン

				8月		阿部慎之助(巨人) アベシンノスケキョジン		柳田悠岐(福岡ソフトバンク) ヤナギタユウキフクオカ				8月		長野久義(巨人) ナガノヒサヨシキョジン		浅村栄斗(埼玉西武) アサムラエイトサイタマセイブ

				9月		新井良太(阪神) アライリョウタハンシン		松井稼頭央(東北楽天) マツイカセアタマトウホクラクテン				9月		石原慶幸(広島東洋) イシハラヨシユキヒロシマトウヨウ		片岡治大(埼玉西武) カタオカオサオオサイタマセイブ

						２０１４年度 ネンド								２０１５年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		エルドレッド(広島東洋) ヒロシマトウヨウ		ジョーンズ(東北楽天) トウホクラクテン				3、4月 ガツ		平田良介(中日) ヒラタリョウスケチュウニチ		松田宣浩(福岡ソフトバンク) マツダセンヒロシフクオカ

				5月 ガツ		梵英心(広島東洋) ボンエイココロヒロシマトウヨウ		加藤翔平(千葉ロッテ) カトウショウヘイチバ				5月 ガツ		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		中川大志(東北楽天) ナカガワタイシトウホクラクテン

				6月 ガツ		嶺井博希(横浜ＤｅＮＡ) ミネイヒロノゾミヨコハマ		今宮健太(福岡ソフトバンク) イマミヤケンタフクオカ				6月 ガツ		井端弘和(巨人) イバタヒロカズキョジン		吉田裕太(千葉ロッテ) ヨシダユウタチバ

				7月		福留孝介(阪神) フクドメコウスケハンシン		斉藤彰吾(埼玉西武) サイトウショウゴサイタマセイブ				7月		藤井淳志(中日) フジイアツシココロザシチュウニチ		中村剛也(埼玉西武) ナカムラゴウナリサイタマセイブ

				8月		ロペス(巨人) キョジン		田村龍弘(千葉ロッテ) タムラリュウヒロシチバ				8月		坂本勇人(巨人) サカモトハヤトキョジン		柳田悠岐(福岡ソフトバンク) ヤナギタユウキフクオカ

				9月		ブランコ(横浜ＤｅＮＡ) ヨコハマ		松井稼頭央(東北楽天) マツイカセアタマトウホクラクテン				9月		中村悠平(東京ヤクルト) ナカムラユウヘイトウキョウ		レアード(北海道日本ハム) ホッカイドウニッポン

						２０１６年度 ネンド								２０１７年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		杉山翔大 （中日）		吉村裕基 （福岡ソフトバンク） フクオカ				3、4月 ガツ		鵜久森淳志（東京ヤクルト） トウキョウ		聖澤諒（東北楽天） トウホク

				5月 ガツ		坂本勇人 （巨人）		井口資仁 （千葉ロッテ） チバ				5月 ガツ		荒木貴裕（東京ヤクルト） トウキョウ		駿太（オリックス）

				6月 ガツ		鈴木誠也（広島東洋） トウヨウ		Ｂ．レアード（北海道日本ハム） ホッカイドウ				6月 ガツ		亀井善行（巨人）		福田秀平（福岡ソフトバンク） フクオカ

				7月		筒香嘉智(横浜ＤｅＮＡ) ヨコハマ		Ｂ．レアード（北海道日本ハム） ホッカイドウ				7月		大松尚逸（東京ヤクルト） トウキョウ		Ｊ．アマダ―（東北楽天） トウホク

				8月		脇谷亮太（巨人）		森友哉（埼玉西武） サイタマセイブ				8月		宮﨑敏郎（横浜ＤｅＮＡ） ヨコハマ		栗山 巧（埼玉西武） サイタマ

				9月		ギャレット（巨人）		細谷圭（千葉ロッテ） チバ				9、10月		安部友裕（広島東洋） トウヨウ		Ａ.デスパイネ（福岡ソフトバンク） フクオカ

						２０１８年度 ネンド								２０１９年度 ネンド

				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ				受賞月 ジュショウツキ		セントラル・リーグ		パシフィック・リーグ

				3、4月 ガツ		下水流昂（広島東洋） シタミズリュウコウヒロシマトウヨウ		森友哉（埼玉西武） モリトモヤサイタマセイブ				3、4月 ガツ		青木宣親（東京ヤクルト） アオキノリチカトウキョウ		中田翔（北海道日本ハム） ナカタショウホッカイドウニホン

				5月 ガツ		山下幸輝（横浜ＤｅＮＡ） ヤマシタコウキヨコハマ		清田育宏（千葉ロッテ） キヨタイクヒロチバ				5月 ガツ		髙山俊（阪神） タカヤマシュンハンシン		辰己涼介（東北楽天） タツミリョウスケトウホクラクテン

				6月 ガツ		山田哲人（東京ヤクルト） ヤマダテツトトウキョウ		上林誠知（福岡ソフトバンク） ウエバヤシセイジフクオカ				6月 ガツ		原口文仁（阪神） ハラグチフミヒトハンシン		鈴木大地（千葉ロッテ） スズキダイチチバ

				7月		下水流昂（広島東洋） シタミズリュウコウヒロシマトウヨウ		山下斐紹（東北楽天） ヤマシタアヤジョウトウホク				7月		Ｙ．ソラーテ（阪神） ハンシン		中村剛也（埼玉西武） ナカムラタケヤサイタマセイブ

				8月		鈴木誠也（広島東洋） スズキセイヤヒロシマトウヨウ		Y.グラシアル（福岡ソフトバンク） フクオカ				8月		石川慎吾（巨人） イシカワシンゴキョジン		清田育宏（千葉ロッテ） キヨタイクヒロチバ

				9、10月		上田剛史（東京ヤクルト） ウエダタケシトウキョウ		中島宏之（オリックス） ナカジマヒロユキ				9月		Ｎ．ソト（横浜ＤｅＮＡ） ヨコハマ		Ｅ．メヒア（埼玉西武） サイタマセイブ







【スカパー！ ドラマティック・サヨナラ賞 年間大賞 歴代受賞選手】

Nippon Professional  Baseball Organization 
Hp：www.npb.or.jp

年度 セントラル・リーグ パシフィック・リーグ

2009 亀井 義行(読売ジャイアンツ) 井口 資仁(千葉ロッテマリーンズ)

2010 天谷 宗一郎(広島東洋カープ) 小久保 裕紀(福岡ソフトバンクホークス)

2011 長野 久義(読売ジャイアンツ) 松田 宣浩(福岡ソフトバンクホークス)

2012 和田 一浩(中日ドラゴンズ) 中田 翔(北海道日本ハムファイターズ)

2013 長野 久義(読売ジャイアンツ) 浅村 栄斗(埼玉西武ライオンズ)

2014 福留 孝介(阪神タイガース) 松田 宣浩(福岡ソフトバンクホークス)

2015 雄平（東京ヤクルトスワローズ） 柳田 悠岐（福岡ソフトバンクホークス）

2016 鈴木 誠也（広島東洋カープ） 吉村 裕基（福岡ソフトバンクホークス）

2017 宮﨑 敏郎（横浜ＤｅＮＡベイスターズ） 栗山 巧（埼玉西武ライオンズ）

2018 下水流 昂（広島東洋カープ） 森 友哉（埼玉西武ライオンズ）

－7－



2012年度より 「スカパー！ ドラマティック・サヨナラ賞 年間大賞」 に加え、月間賞として 月間「スカパー！ サヨナラ賞」 を表彰しております。

【月間 「スカパー！ サヨナラ賞」 歴代受賞選手】

Nippon Professional  Baseball Organization 
Hp：www.npb.or.jp

２０１６年度

受賞月 セントラル・リーグ パシフィック・リーグ

3、4月 杉山翔大 （中日） 吉村裕基 （福岡ソフトバンク）

5月 坂本勇人 （巨人） 井口資仁 （千葉ロッテ）

6月 鈴木誠也（広島東洋） レアード（北海道日本ハム）

7月 筒香嘉智(横浜ＤｅＮＡ) レアード（北海道日本ハム）

8月 脇谷亮太（巨人） 森友哉（埼玉西武）

9月 ギャレット（巨人） 細谷圭（千葉ロッテ）

２０１２年度

受賞月 セントラル・リーグ パシフィック・リーグ

3、4月 中村紀洋(横浜ＤｅＮＡ) 田中賢介(北海道日本ハム)

5月 森野将彦(中日) バルディリス(オリックス)

6月 和田一浩(中日) ホフパワー(北海道日本ハム)

7月 石原慶幸(広島東洋) 枡田慎太郎(東北楽天)

8月 阿部慎之助(巨人) 柳田悠岐(福岡ソフトバンク)

9月 新井良太(阪神) 松井稼頭央(東北楽天)

２０１３年度

受賞月 セントラル・リーグ パシフィック・リーグ

3、4月 福留孝介(阪神) 松田宣浩(福岡ソフトバンク)

5月 畠山和洋(東京ヤクルト) 浅村栄斗(埼玉西武)

6月 マートン(阪神) 高橋信二(オリックス)

7月 丸佳浩(広島東洋) 嶋基宏(東北楽天)

8月 長野久義(巨人) 浅村栄斗(埼玉西武)

9月 石原慶幸(広島東洋) 片岡治大(埼玉西武)

２０１５年度

受賞月 セントラル・リーグ パシフィック・リーグ

3、4月 平田良介(中日) 松田宣浩(福岡ソフトバンク)

5月 福留孝介(阪神) 中川大志(東北楽天)

6月 井端弘和(巨人) 吉田裕太(千葉ロッテ)

7月 藤井淳志(中日) 中村剛也(埼玉西武)

8月 坂本勇人(巨人) 柳田悠岐(福岡ソフトバンク)

9月 中村悠平(東京ヤクルト) レアード(北海道日本ハム)

２０１４年度

受賞月 セントラル・リーグ パシフィック・リーグ

3、4月 エルドレッド(広島東洋) ジョーンズ(東北楽天)

5月 梵英心(広島東洋) 加藤翔平(千葉ロッテ)

6月 嶺井博希(横浜ＤｅＮＡ) 今宮健太(福岡ソフトバンク)

7月 福留孝介(阪神) 斉藤彰吾(埼玉西武)

8月 ロペス(巨人) 田村龍弘(千葉ロッテ)

9月 ブランコ(横浜ＤｅＮＡ) 松井稼頭央(東北楽天) －8－

２０１７年度

受賞月 セントラル・リーグ パシフィック・リーグ

3、4月 鵜久森淳志 （東京ヤクルト） 聖澤 諒 （東北楽天）

5月 荒木貴裕 （東京ヤクルト） 駿太 （オリックス）

6月 亀井善行（巨人） 福田秀平（福岡ソフトバンク）

7月 大松尚逸（東京ヤクルト） Ｊ．アマダ―（東北楽天）

8月 宮﨑敏郎（横浜ＤｅＮＡ） 栗山 巧（埼玉西武）

9、10月 安部友裕（広島東洋） Ａ.デスパイネ（福岡ソフトバンク）



2012年度より 「スカパー！ ドラマティック・サヨナラ賞 年間大賞」 に加え、月間賞として 月間「スカパー！ サヨナラ賞」 を表彰しております。

【月間 「スカパー！ サヨナラ賞」 歴代受賞選手】

Nippon Professional  Baseball Organization 
Hp：www.npb.or.jp

２０１８年度

受賞月 セントラル・リーグ パシフィック・リーグ

3、4月 下水流昂(広島東洋) 森友哉(埼玉西武)

5月 山下幸輝(横浜ＤｅＮＡ) 清田育宏(千葉ロッテ)

6月 山田哲人(東京ヤクルト) 上林誠知(福岡ソフトバンク)

7月 下水流昂(広島東洋) 山下斐紹(東北楽天)

8月 鈴木誠也(広島東洋) Ｙ．グラシアル(福岡ソフトバンク)

9、10月 上田剛史(東京ヤクルト) 中島宏之(オリックス)

－9－

２０１９年度

受賞月 セントラル・リーグ パシフィック・リーグ

3、4月 青木宣親（東京ヤクルト） 中田翔（北海道日本ハム）

5月 髙山俊（阪神） 辰己涼介（東北楽天）

6月 原口文仁（阪神） 鈴木大地（千葉ロッテ）

7月 Ｙ．ソラーテ（阪神） 中村剛也（埼玉西武）

8月 石川慎吾（巨人） 清田育宏（千葉ロッテ）

9月 Ｎ．ソト（横浜ＤｅＮＡ） Ｅ．メヒア（埼玉西武）
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